
はじめに

世界不況に引きずられ日本経済も沈滞している。特に苦境にあるのは地方経済、そしてその主な

構成要素である中小企業・商店である。この不況の要因を探れば、その中心は消費の低迷である。

日本中の地方百貨店の状況がそれを象徴している。

こうした情勢下、中小企業・商店等の広告・宣伝のあり方が問われている。最も効果があるとい

われているテレビ広告は中小の事業主体には“広域”すぎるし、また、費用的にも高価である。他

方、新聞等への折り込みチラシの効果も薄れてきているという。

そこで浮かび上がってきたのが、ICT（Information and Communication Technology：情報通信技

術）であり、中でも注目されているのがデジタルサイネージである。

デジタルサイネージは、商業広告用をはじめ、空間演出、公共情報提供等多様な使い方が可能で

ある。ポスターや屋外看板と似た外見で訴求力を持ち、ペーパーレスで環境にやさしい。また、情

報の随時更新（正確性）が可能なこと、さらに、双方向機能で情報の選択、消費者ニーズの把握等

が可能である。つまり、情報の受発信双方にとってメリットが期待できるのである。

平成２１年１０月に総務省北海道総合通信局では、このデジタルサイネージが、地域住民はもとより

観光旅行者等への商業、公共情報の流通手段として有効であり、地域活性化に資するものとなるの

ではないか、と考え、本検討会を設置した。そこでは、①官民が協同できる観光分野をベースに、

官民（商業、公共情報）相乗り型でコストパフォーマンスを向上させること、②比較的低コスト、

簡便な操作等で、誰でも広告出稿可能なものとすること、③こうしたデジタルサイネージの認知度

を高めることで速やかな利用環境をつくることを中心に、「簡便型デジタルサイネージ」を検討、提

案した。

そして、平成２２年２月のさっぽろ雪まつり期間を中心に、多くの観光客で賑わう JR札幌駅構内の

「北海道さっぽろ観光案内所」にて実証実験を実施した。

予想されていたことだが、４人に１人しかデジタルサイネージというものを知らなかった。しか

し、「簡便型」の実験モデル（画面）については、９割近くが良い、小口のタッチ式広告に実際に触

れた４人に３人は良い、と評価しており、さらに、利便性を高めるべき、との意見も得られた。広

告出稿者からも、売り上げに直接の効果はほとんどなかったものの、将来の広告手段として高い期

待と関心が示された。

道内では、独自のデジタルサイネージビジネスの動きが現れている。本検討会の成果がこれらビ

ジネスと融合し「簡便型観光情報等提供モデル」が実現し、北海道観光、そして北海道地域の振興

が一層進展することを期待する。

平成２２年３月

「北海道における ICT を活用した観光情報等提供モデルの調査検討会」

座長 濱田 康行（北海道大学大学院経済学研究科 教授）
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１ 北海道観光とデジタルサイネージ等 ICT 利活用の現状

１．１ 北海道観光の現状

１．１．１ 北海道観光の現状（ポイント）

�１ 入込客数（延べ数）の伸び悩みと期待される中国人観光客
北海道の観光入込客数（実人数）は、平成１１年度の５，１４９万人をピークに伸び悩んでおり、特に、平成

２０年度は、秋以降の世界的な金融危機に起因する景気の低迷などから、前年度を５．１％下回り、４，７０７万
人となった。他方、近年、中国やシンガポールからの来道者の増加が著しく、特に中国は、平成２１年７
月の北京、上海、広州の富裕層への個人旅行ビザの解禁や、道東を舞台とした中国映画の大ヒットなど
により北海道人気が高まっており、今後のさらなる伸びが期待されている。

�２ 地域、時期別の傾向
地域別にみると、道南、道東の減少が著しく、平成１１年度の入込客数を１００とすると、道南（渡島・檜
山）は７２．９、釧路・根室は７７．８、オホーツクは７０．２にまで落ち込んでいる。また、客延べ人数（１億３，２８２
万人）を季節別にみると、年間入込客数の約半分が夏季（６～９月）に集中し、冬季（１２～３月）の入
込客数は２０％程度にとどまっていることから、年間を通じて安定した観光客を確保できる取組が望まれ
ている。

�３ 来道観光客の属性等
北海道を訪れる観光客の属性をみると、性別では、男性が４３．４％、女性が５５．３％で、女性の割合が１０％

以上大きくなっている。
年齢別では、５０代・６０代が多く、居住地別では、関東が４２％と群を抜いて多くなっている。
旅行形態をみると、家族旅行が５０．９％、次いで９人以下の小グループ旅行が２３．９％となっている。一

方、１０人以上の団体旅行は徐々に減少しており、平成１１年度の３６．４％から平成１９年度には１０．９％となっ
ている。

�４ 旅行スタイルの変化
来道観光客の旅行日程は短縮化の傾向にあり、３泊４日が平成１１年度の３８．３％から、平成１９年度には

２６．４％、逆に２泊３日は２９．６％から４６．１％に増加している。
北海道を訪れる道外観光客のうち約８０％は過去に来道経験があるリピーターで、５回以上の来道経験
を持つ「北海道ファン」も３０％を超えている。
北海道を訪れた観光客の旅行目的をみると、北海道観光の３大要素であった「自然観賞」「温泉・保養」
「買い物・飲食」は徐々に減少し、際だって高い割合を示す旅行目的は見られなくなってきている。
パッケージツアーの利用状況をみると、平成１２年度には、来道観光客の４２．８％がルートの決まったパッ

ケージツアーを利用していたが、平成１９年度にはフリープランを利用する観光客の割合の方が大きくなっ
ている。また、パッケージツアーを利用しない観光客も３７．５％と増加している。
北海道内における主な移動手段としては、「貸切（観光）バス」が２８．７％と最も大きくなっているが、

その割合は減少しており、これに代わって、「レンタカー」「鉄道」の割合が増加しており、個人旅行化
の傾向が見て取れる。

�５ 旅行情報の入手先はインターネットが急増
旅行情報の入手先をみると、「インターネット」が平成１４年度の１３．２％から平成１９年度は２３．５％と大幅
に上昇し、逆に「旅行会社」が、４２．５％から２５．７％と減少している。他方、北海道旅行の手配方法をみ
ると、５０代以上の世代では、「旅行会社に直接行った」「旅行会社に電話」が多くなっているが、２０代・
３０代では、「ホテル・鉄道・航空会社のインターネットサイト」や「インターネット系旅行会社のホーム
ページ」といったネット利用の割合も大きくなっている。

�６ 観光消費額、経済効果
観光客が１回の観光行動で消費する金額をみると、道内客は１世帯当たり８，８４９円、道外客は１人当た
り６０，６７７円で、どちらも調査開始以来減少を続けている。
北海道の観光総消費額は１兆２，９４６億円で、このうち道外客による消費額は５，２８０億円、道内客による
消費額は７，６６６億円で、入込客全体の１３％に過ぎない道外客の消費が全体の４割を占めている。この観光
消費がもたらす生産波及効果は１兆９，７７０億円と推計されており、サービス業、製造業、運輸業をはじめ
とする様々な産業に波及している。
北海道の観光総消費額は１兆２，９４６億円で、全国平均のGDP比率と比較しても６．６％と高く、北海道の
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基幹産業である農業と漁業の合計産出額に匹敵する規模になっている。
観光消費による生産波及効果１兆９，７７０億円は８，４６４億円の純生産を形成すると推計される。これを、
観光客の需要に応えるための財・サービスの生産活動に就業する人の数に換算すると約１５万９千人とな
り、この数は全道の就業者数２７３万人の５．８％に相当する。
宿泊業についてみると、平成２１年３月末現在、北海道で旅館業法の許可を受けているホテル、旅館、

簡易宿所は４，９１５施設となっている。国の宿泊旅行統計調査によると、従業者１０人以上の宿泊施設は６４３
施設（H２０．１２現在）であることから、道内の宿泊施設の約９割が従業者９人以下の小規模な施設である
といえる。平成１５年度と比較すると、ホテルは施設数で１２．６％、定員数で１３．１％増加しているが、旅館
はそれぞれ１４．１％、９．２％減少している。一部の温泉地や都市部では新規開業がみられる一方、廃業する
施設もあり、全体では施設数で１．３％、定員数で０．７％減少している。また、宿泊延べ数は６．５％減少して
いる。
旅行業については、道内に主たる営業所のある旅行業の登録数は、平成２１年３月末現在２５８となってお

り、登録区分にかかわらず、近年は横ばいで推移している。
旅客輸送業では、平成１９年度の旅客輸送人員をみると、道内においては、２２兆８，３３５万人で、前年度と
比較すると０．４％の減少となっており、道内と道外を結ぶ機関においては、２，４７７万人で、２．６％の減少と
なっている。また、航空機の輸送人員と提供座席数の推移をみると、関西方面の路線で減少が顕著であ
り、提供座席数の減少に伴い輸送人員も減少してきている。

１．１．２ 北海道の観光振興施策（平成２１年度観光局の主な施策）

前述の北海道観光の現状等を踏まえた平成２１年度の北海道観光局の主な施策は次のとおりである。
�１ 地域の個性を生かした魅力ある観光地づくり

観光客の多様なニーズに応え、北海道の優位性を生かした滞在型観光を進めていくため、複数市町村
にまたがる協議会の設置など滞在型観光地づくりのための体制づくりや計画の策定を支援するとともに、
観光事業者（観光協会等）と、大学や一次産業、製造業などとのコラボレーションによる地域の新たな
観光素材づくりや受入体制整備等に対する支援、グリ－ン・ツーリズムなど体験型観光の推進などに取
り組み、何度でも訪れてもらえる、長く滞在してもらえる観光地づくりを促進する。

�２ 優位性を生かした効果的な宣伝誘致活動の促進
北海道洞爺湖サミットの効果を最大限に生かし、世界に向けて北海道の魅力を強力に発信するため、

外国語ホームページの刷新や海外のテレビ、雑誌等による情報発信に取り組むとともに、北海道の豊か
な観光資源を生かした新しい旅のスタイル「ゆとりツーリズム」を、団塊世代を主要なターゲットとし
て売り込んでいくなど、（社）北海道観光振興機構をはじめとする観光関係団体や旅行エージェント、航
空会社、鉄道会社などと連携しながら、効果的な宣伝誘致活動を進めていく。
さらに、観光入込客のうち８割以上を占める「道民」の道内旅行を促進することにより、北海道の魅

力を再発見してもらうためのキャンペーンの実施、２０１０年に開催される上海国際博覧会に向けた出展準
備、波及効果が期待できるコンベンションの誘致などに積極的に取り組んでいく。

１．１．３ これからの北海道観光の方向性

�１ さらなる観光振興に向けて
今後の北海道観光振興に向けて、次の方向性が示されている。
＜方向性＞
・観光の形⇒団体旅行から FIT（個人・小グループ旅行）へ
・観光目的の多様化⇒単なる周遊型から滞在型・体験型・SIT（特定目的旅行）へ

（現地のあらゆること・モノが観光の対象になる時代）
・北海道の基幹産業へ⇒入込客数より消費額（経済波及効果）に注目
＜重点項目＞
・北海道旅行者への快適なアクセス手段の提供
・外国人観光客の誘致拡大
・地元や地域を学び、旅行を楽しむ余暇拡大と旅行需要喚起
・地域のまちづくりと人材づくりなど受入体制の整備と高付加価値化
・効果的な誘客対策ターゲットの明確化、多様なメディアの活用
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�２ 北海道観光におけるデジタルサイネージの活用案の方向性
北海道観光の業界では、デジタルサイネージについて、各種の情報端末が乱立する中、キラーコンテ

ンツとして何を伝え、どのような機能を持たせ、どんなシーンで誰にいかなる行動を促すのか（ターゲッ
ト・シチュエーション・ストーリー）が重要であり、次のような活用の方向性がポイントと考えられて
いる。
・ネット接続などの双方向性の確保
・地域の観光情報のデータベースとしての活用
・マーケティングデータの取得（利用者の属性・志向）
・携帯電話など他の情報端末との共用・連携
・訪日外国人向けに多言語化の必要性
・ターゲットにより、放映時間帯のコントロール
・スタンプラリー用端末としての機能など
等
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１．２ 観光分野におけるデジタルサイネージ等 ICT 利活用の現状

１．２．１ 道内の ICT 基盤

ICT 利活用の基礎となるブロードバンドについては、平成２２年度末までに道内１７９すべての市町村でブロー
ドバンドインフラの整備が完了（ブロードバンド世帯カバー率９９．９％、そのうち超高速インフラの世帯カ
バー率８９．２％）する見込みである。また、平成２３年７月までにはデータ放送や双方向サービスが利用でき
る地上デジタル放送のインフラ整備が完了する計画である。こうしたデジタルインフラを活用した観光振
興は、旅館、民宿の情報発信、口コミ情報発信、空室情報提供・予約システム等として利用が始まってい
る（１．１．１�５参照）。

１．２．２ 観光分野におけるデジタルサイネージの利活用動向等

�１ デジタルサイネージ・コンソーシアム
民間企業約１７０社で構成され、「デジタルサイネージに係る調査、研究及び開発等に関する事業を総合
的に行うことにより、デジタルサイネージ産業が直面する課題の解決及び新市場の創出並びに生活シー
ンにおけるサイネージ経験価値の向上に寄与することを目的とする」団体で、デジタルサイネージ・シ
ステムガイドブック等を公表している。

�２ 社団法人日本ケーブルテレビ連盟
全国のテレビ視聴の世帯普及率４４％のケーブルテレビも重要な ICT インフラであり、ネットワークイ
ンフラと情報コンテンツ（番組）の双方をもつケーブルテレビ事業者では、災害情報等をはじめ視聴者・
住民の日々の役に立つ情報を自販機に併設するデジタルサイネージで発信する取組等の検討を開始して
いる。

�３ 千葉市の取組
千葉市では、中心市街地活性化、市民生活の利便性向上のため、平成２１年３月１日から「ちばチャン
ネル」と呼ぶデジタルサイネージを中央公園等４箇所に設置し、周辺の観光情報、商店街情報、市民イ
ベント等の情報発信を行っている。

�４ 福岡市の取組
福岡市では、新たな広告・コミュニケーションツールとして注目されているデジタルサイネージを活

用して、福岡市民や来訪者に防災や観光等の公共情報を提供し、その効果を検証する「デジタルサイネー
ジ福岡実験」が平成２１年１２月２３日から平成２２年２月１７日まで行われた。これは総務省からの委託事業（６８
百万円）として実施されたもの。

�５ 広島市の取組
広島市では、市内に複数のデジタルサイネージ端末を設置し、時間や場所に応じてタイムリーに情報

発信することで、観光振興や地域産業振興等の地域経済活性化に寄与するための運用モデルの実験運用
実証を行っている。総務省平成２０年度地域 ICT 利活用モデル構築事業（委託事業）として、平成２１年２
月に採択されている。

�６ 道内（札幌市）の動向
JR札幌駅や周辺ビル、地下街（公共空間）等において、交通機関の運行情報等公益性の高い情報を始

め、JRの観光ツアー広告やビル内各種店舗の広告や案内等の情報を表示するデジタルサイネージが設置、
運用されている。

�７ 民間（電気通信事業者、メーカー・ベンダー、商社等）の事業
大手電気通信事業者、総合電機メーカー等のグループや様々な企業、企業グループがデジタルサイネー
ジを活用した電子広告事業を展開するとして報道発表等をしている。
道内では、レンタルおしぼり販売業者や電気通信事業者が、独自のデジタルサイネージビジネスを開

始したところで、今後の需要、事業展開が注目される。

以上のように、デジタルサイネージは、各地で観光や地域振興、商業分野での利用が進んでいるが、例
えば、観光情報やニュース、天気予報、商業広告が同時に総合的に表示されるものやタッチパネル式（双
方向性を確保した）システムはまだ少ない。
また、表示装置は、縦型、横型が使用されているが、いずれも標準画質のものがほとんどで、フルハイ

ビジョン画質の動画が採用されているものは少ない。
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２ デジタルサイネージの特徴を生かした情報提供システム

本検討会では、今回の実証実験の目的達成のためのシステムモデル検討し以下のとおりとりまとめた。

２．１ デジタルサイネージの定義

デジタルサイネージに関して日本を代表する団体であるデジタルサイネージ・コンソーシアム （理事
長：中村伊知哉 慶應義塾大学教授 ２０１０年２月時点会員数１７１社）は、「屋外や店頭、交通機関など一般
家庭以外の場所においてディスプレイなどの電子的な表示機器を使って情報を発信するもの」と定義して
いる。

２．２ 広告・広報媒体としてデジタルサイネージが注目されている理由

一般に次のことが挙げられている。
�１ 広告におけるマスメディアの影響力が低下していると言われている ： 一般に四大マスメディアと

いわれる TV、ラジオ、新聞、雑誌の影響力が低下していると言われている。背景として、新聞購読率
の低下、録画機の普及などが考えられる。

�２ 地域メディアとしての折り込み広告の影響力が低下していると言われている ： 新聞の宅配率との
関係で折り込み広告の主要利用者である地域スーパーなどは売り上げ数値としてその変化を感じてい
る。

�３ プッシュメディアの必要性 ： インターネットに代表されるプル型メディアの価値は上昇している。
一方、意図しないでも情報が入手できるプッシュ型メディアも依然として価値が高いが、従来のポス
ター等に加えて、更に訴求力と効率の高い新しいメディア（＝デジタルサイネージ）が期待されてい
る。

２．３ 官・公共から見た広告媒体（デジタルサイネージ）の活用メリット

�１ 官、公共の情報伝達に関しても一般の商業広告媒体と同じ課題がある。町内会の組織率や、新聞宅配
率の低下は、広報を直接あるいは折込として配布する方法に影響を与えている。また、ポスター等は
必ずしも機動的でない。

�２ 即時性と訴求力を兼ねたデジタルサイネージを活用することが考えられるが、官、公共単独での展開
は困難である。

�３ 民間の商業広告用途との協働により、デジタルサイネージを広報媒体として活用することで ２．４に述
べるようなデジタルサイネージの特徴を利用することが考えられる。

２．４ 広告・広報媒体としてのデジタルサイネージの特徴

�１ 即時性 ： 表示装置をネットワーク化することでほぼ即時の更新ができるので周辺状況、緊急事態、
時間帯等への対応が可能。この点は、広告媒体としての魅力が高く（例えば、時間別メニューも表示
可能）、また、官民協働モデルを構築して安心・安全情報等を発信する際のキーポイントになる。

�２ 経済性 ： 印刷・配布・展示コストが不要なので低コスト・省エネが期待できる。この点は地域メ
ディアとして官民協働モデルを構築する際のキーポイントになる。

�３ 訴求力 ： 静止画・動画・音声の選択組み合わせが可能なので固定されたメディアより訴求力が高
い。また、単一画面だけでなく、画面を分割して動画、静止画、テロップ等を表示することができる。
これは商用モデルでも有力な機能であるが、官民協働モデルを構築する際には「民」の情報に連動し
て「官」の情報の伝達力が上がるという効果が期待できる。

�４ 双方向性 ： デジタルサイネージはネットワーク端末としての利用も可能。タッチパネル等による
双方向操作や携帯電話等とのインターフェースが可能で、ユーザーの利便性は非常に高い。また、使
用方法によって利用者の属性等も取得できる。

�５ 適応性 ： 多言語対応・ユーザー別画面などパーソナライズされた対応が可能。
�６ プッシュとプル ： デジタルサイネージは「電子看板」であってプッシュメディアとしての機能を

備えている。一方、双方向性機能も利用でき、両社をマッチングさせた新しいメディアとしての活用
が可能である。
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下図では、既存の各種媒体とデジタルサイネージの違いを簡単に表す。この図では、デジタルサイネー
ジはインターネット等のように双方向性を備えているが、「位置と時間が特定でき」「ローカルに限定され
る」既存屋外広告と、「いきなりグローバル」になるインターネットの間を埋められるメディアであること
が示している。
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３ 簡便型デジタルサイネージ、観光情報等提供モデルの提案

３．１ デジタルサイネージによる観光情報等提供モデルの必要性と価値

�１ 観光事業は北海道の特性を生かしており内外からの認知度・期待度は高い。
�２ 道内外の観光客に対する観光情報提供と、併せて、主として観光に関わる広告を掲載するデジタルサ

イネージにより、飲食業や物販業の振興も図ることができる。
�３ 北海道の特色である観光とそれに付随する飲食・物販等の産業をデジタルサイネージの活用で活性化

させることができれば、地域に根ざしたデジタルサイネージの使用モデルが構築でき、そのモデルを
拡大して、デジタルサイネージ等のインフラの普及が期待できる。

�４ 普及したインフラを活用すれば官民協働の広報・広告モデルが構築可能となり、産業振興や情報伝達
の円滑化に加えて安心・安全社会の構築に資することが比較的容易に低投資で行える可能性がある。

�５ デジタルサイネージは新規技術であり、その普及はデジタルサイネージに関係する ICT、広告、デザイ
ンなどの新規の産業振興に寄与する。

３．２ 簡便型デジタルサイネージの必要性

本モデルを構築するためには、一般のデジタルサイネージでは情報提供者側に特別な ICT の知識や装置
が必要になることが多い。
一方、観光情報等の提供モデルでの情報提供は商店や飲食店などの比較的小規模の企業であることが多

いため、「簡便型」デジタルサイネージが必要とされる。

３．３ 簡便型デジタルサイネージの提案

簡便型とは、広報、広告媒体として利用する際に特別な ICT の知識や装置を必要とせず、誰でも簡便に
情報発信ができるデジタルサイネージのことである。
�１ 情報提供者（特に個人、中小企業）が携帯電話・パソコンのメール機能、web のテンプレートにより

情報の提供、更新が手軽にできるような簡便で比較的安価な双方向機能付きのデジタルサイネージ
�２ ビジネス利用だけでなく、地域のニュース、行政情報の提供等地域で共同利用が可能となるようなデ

ジタルサイネージ
�３ 必要に応じてタッチパネル等による利用者側の操作や、おさいふケータイ機能付き携帯電話やQRコー
ド等でのデータ授受が可能であるデジタルサイネージ
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４ 実証実験の計画

本検討会では、この簡便型デジタルサイネージについて認知度向上等を図ることとし、「簡便型デジタル
サイネージの基本形」で機能検証を行い、併せて、本来の高機能「電子看板」として、プッシュ型使用専
用型の高画質デジタルサイネージの実験を行うため、２台のデジタルサイネージ機器を設置することが決
定された。

４．１ 実証実験の目的

�１ 幅広い利用者（特に個人、中小企業）層のデジタルサイネージの認知度を高めることを成果指標とする。
�２ 検討会終了を待たず、参画者が自らデジタルサイネージ・サービスを提供する、または活用する視点

で参画していただくことを期待する。
�３ この目的のために、あえて最新技術に拘泥せず、確立された技術の範囲で、より「使い勝手の良さ」

と「経済性」を重視した検討を行う。
�４ この目的を実証するために、実証する用途を利用者サイド（実際の観光・物産ビジネス活動）の中か

ら身近なアイデアを募り、その中でいろいろな広報活動・手法との組合せの中で有効性（利用しやす
さ、効果等）を検証する。

�５ 利用者に、どのような事例にも対応できるオールマイティであるような過度の期待度をもたれること
のないよう、配慮して検証を行う。

�６ 特定の人たち向けの高度なシステムではなく、ある程度の有効性がありながら、コストパフォーマン
スが高く、一般の人達のための普通の身近なシステムとなりうる点を旨とする。

４．２ 実証実験の実施体制、実施方法の企画

使用機材、場所の制約のなかで、最大効果を得るための表示方法、広告の形態、広告主の募集、効果測
定方法を検討した。結果は、次項「５．実証実験の実施」に詳説するので、ここでは企画段階で討議された
主な事項を記述する。

４．２．１ 設置場所と期間

実証実験で設置場所の確保は最重要課題である。実証実験のテーマ及び性格上、以下の要件を満たす設
置場所が必要になった。
�１ 観光に関する情報を必要とする滞留者数、通過者数が大きいこと。
�２ 短期間で設置・撤去できること（そのために、アンカー等による固定が不要であること）。
�３ 機器の盗難等の危険があるため、それを防ぐ手段があること。
�４ ネットワークに接続できる環境があること。
�５ 説明、アンケート等のための要員が配置できること。
�６ 無償または極めて低価格で提供いただけること。

以上の要件を満たす設置場所を屋内外を含めて検討した結果、札幌市及び北海道の協力により、北海道
さっぽろ観光案内所内に設置できることになった。
実験期間に関しては、種々討議されたが設置場所に十分な来場者が見込める、さっぽろ雪まつりの期間

（２月５日－１１日）とその前後の期間を含む２週間である２月１日から１４日までに決定した。これには、
前年度の実績で雪まつり期間中の同案内所来所者が約６，０００名で、その前後が約４，０００名であるため、繁忙
期と閑散期の実績が見られるという趣旨もあった。

４．２．２ 設置するサイネージの機能

デジタルサイネージは２．４で述べたようにプッシュ型メディアとして「意識しなくても見えてしまう」と
いう特徴を持っている。また、同時にタッチパネル等を用いて双方向性をもつメディアとしても使用可能
である。
実験では、次の２種類のサイネージを使用することにした。

�１ サイネージA ： タッチパネルやおさいふケータイとのインターフェース機能を持ち、電子看板とい
わゆるキオスクと言われる１対１での使用を前提としたパソコン端末に近い端末的な機能を併せ持た
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せる。
�２ サイネージB ： 看板・ポスターとして映像自らの訴求力を最大に生かして見るだけで理解いただけ
るサイネージ。そのために、前例のほとんどない 「縦型でフルハイビジョンの動画」を放映する。

４．２．３ 画面構成

４．２．３．１ サイネージA
ニュース、天気予報、主として観光に関する動画・静止画表示と双方向性を持ってタッチパネルにより

操作可能な小口広告を表示することに決定した。ただ、小口広告の表示方法に関しては意見が分かれた。
�１ １店舗あたりの画面サイズを小さくして多数店舗が一度に見られるようにする。画面が大きいので

８～１０店舗でも １店舗分がB６サイズ程度で十分に表示可能。
�２ デジタルサイネージはポスターのようにプッシュメディアとしての視認性も重要なため、ある程度離
れた所から見えるA４サイズ程度の画面が必要（この場合は１画面４店舗）。

結果として後者が選択された。

４．２．３．２ サイネージB

高画質の縦型動画を中心として、ロープウェイの運行や流氷の接岸情報等の観光に関する文字情報を放
映することにした。

４．２．４ コンテンツの収集

実証実験のためコンテンツの確保は、設置場所と同様に最重要課題であった。協議の結果、以下のコン
テンツを収集することが決定された。
なお、今回は実証実験であるため、営業や公募ということではなく、ワーキングループメンバーの提供

及びその協力で準備することにした。
�１ ニュース・天気予報 ： 北海道新聞社が提供
�２ 観光動画、静止画 ： 北海道観光振興機構及び北海道放送が提供
�３ 小口（簡便型）コンテンツ ： 主として北海道新聞社が募集して提供
�４ 高画質画像 ： 北海道映像関連事業社協会が作成した高画質画像を使用

４．２．５ クーポン処理及び地図の表示

クーポンの処理はおさいふケータイに対し、クーポン提供サイトのURLをダウンロードさせる方法で検
討した。しかし、小口（簡便型）コンテンツでは、広告提供者である中小商店がクーポンサイトを運営し
ていないため、簡便型デジタルサイネージはそれに対応する必要があるという観点から、クーポン提供サ
イトなしでもクーポンが提供できるようにした。
また、地図の必要性も認められたため、店舗案内地図が追加された。
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図は北海道さっぽろ観光案内所ホームページから転載

２台のデジタルサイネージが喫茶・休憩コーナーの奥に設置された

２台のデジタルサイネージ 熱心に見学する来場者

５ 実証実験の実施

実証実験は以下のように実施された。

５．１ 設置場所と期間

期 間 ： 平成２２年２月１日（月）～１４日（日） ８：３０－２０：００
設置台数 ： ２台
設置場所 ： JR札幌駅西コンコース北口 「北海道さっぽろ観光案内所」
設置位置 ： 下図参照
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５．２ 使用したシステム

５．２．１ 使用システム提供社

北海道総合通信局の請負業務として株式会社ビズライト・テクノロジー（北海道札幌市白石区南郷通２
丁目南９―７）がシステムを構築し、サービスを提供した。

５．２．２ 使用システム構成図

５．２．２．１ データセンター

データセンターに設置した機器の役割は以下のとおり
①管理サーバー
店舗データ等のデータ管理
店舗画像の管理
テロップの管理
管理しているデータを適時データ配信サーバーと携帯サーバーへ送信。

②携帯サイト用サーバー
携帯サイト用の構築プログラム、画像等のデータを保持

③データ配信サーバー
決められた時間にサイネージ端末からのリクエストを受付け以下の更新データがある際はデータの配
信を行う。
サイネージA：店舗広告データ、画像データ、テロップデータ
サイネージB：テロップデータ

併せて、サイネージA、Bの動作の監視を行う。
３つの監視プログラムがサイネージに関するプロセスを相互に監視しプロセスがない場合には再起動
を行って対応する。

５．２．２．２ 管理拠点

北海道札幌市白石区南郷通２丁目南９－７ タウンヒル２階
株式会社ビズライト・テクノロジー内に設置

設置機器 ： 管理用PC１台（Windows Vista Home Basic ハードディスク８０GB、Intel core２Duo
プロセッサーE８４００）
管理業務 ： 以下の業務を行った。
①コンテンツ管理（小口コンテンツは１日３回 ８時３０分、１２時３０分、１６時３０分に更新、テロップ情
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報は随時更新）
メールで受信した小口コンテンツを確認。
テンプレートに合わせた画像を作成しサイネージに送信。
観光情報等をメールで受信。 テロップエリアに送信。

②システム監視
ログによるシステムの動作チェック
データ更新時に正常にデータが更新されたかのチェック
管理者側で用意している簡易クーポン処理用サイトの死活チェック

５．２．２．３ 設置拠点

設置拠点は前述のとおり、JR札幌駅西コンコース北口 「北海道さっぽろ観光案内所」
設置された機器と機能は以下のとおり。

①サイネージA １台 主な仕様は下記のとおり
サイズ ： 高さ２１４９mm、幅１０００mm、奥行き１０００mm（足を含む）
重量 ： 約２２４kg
ディスプレイ ： ５２インチ、 １０８０×１９２０ピクセルのフルハイビジョン
タイマー機能で８時３０分に自動起動、２０時に自動終了する
サイネージ駆動用PC ： OS Windows Vista Home Basic
ハードディスク ８０GB、CPU Intel core２Duo プロセッサーE８４００
BIOS設定にて７時３０分に自動起動、２０時３０分に自動終了する

赤外線式タッチパネル（タッチパネルはユニバーサルアクセスを考慮して下部９０cmのみを使用可能
エリアとした）
おさいふケータイ機能リードライター
無線 LAN子機 ： BUFFALO WLI-UC-G３００HP
消費電力 ： 全体で約４６０W
アプリケーションソフト ：
�Furelo（テロップ放映、動画・静止画放映、小口コンテンツの表示配信、サーバーとのネットワー
ク接続の切断の際も、データ更新を除き動作を維持）

�BUFFALOエアーステーション設定ツール（無線 LAN親機の設定を行う）
�BUFFALOクライアントマネージャV（無線接続ユーティリティー）
�Ubicom Type.G（タッチパネルドライバ）
�Internet Explorer７
�Adobe Flash Player１０
�JAVA（TM）６Update１６

②サイネージB １台 主な仕様は下記のとおり
サイズ ： 高さ１９４８．５mm、幅９００mm、奥行き７００mm（足を含む）
重量 ： １０１kg
ディスプレイ ： ４６インチ、１０８０×１９２０ピクセルのフルハイビジョン
タイマー機能で８時３０分に自動起動、２０時に自動終了する
サイネージ駆動用PC : OS Windows Vista Home Basic、ハードディスク ８０GB
CPU Intel core２Duo プロセッサーE８４００
BIOS設定にて７時３０分に自動起動、２０時３０分に自動終了する
無線 LAN子機 ： BUFFALO WLI-UC-G３００HP
消費電力 ： 全体で約３６０W

アプリケーションソフト ： サイネージAと同一
但し Ubicom Type.G（タッチパネルドライバ）はない

③無線ルーター親機 １台
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サイネージA,B と外部ネットワークの接続に使用
BUFFALO WZR-HP-G３００NH/U

５．３ 画面と機能

５．３．１ サイネージA

５．３．１．１ 概要

５．３．１．１．１ 画面構成
テロップエリア、動画、静止画エリア、小口コンテンツエリアの３つに分かれており、画面構成のペー

ジに記載の内容を放映した。また、小口コンテンツエリアに関してはタッチパネル対応で店舗の詳細情報や
クーポンを取得することが可能とした。タッチパネルはユニバーサルアクセスを考慮して下部９０cmのみを
使用可能エリアとした。

５．３．１．１．２ コンテンツ入稿方法

①ニューステロップのデータに関しては北海道新聞社が用意した専用URLにて入手、システムが１時間お
きに自動更新を行った。

②天気予報のデータに関しては北海道新聞社のホームページから入手、システムが１時間おきに自動更新
を行った。

③小口コンテンツは北海道新聞社、北海道総合通信局経由で入稿した。
④動画、静止画コンテンツに関しては北海道総合通信局経由でDVD等で入手した。

５．３．１．１．３ 画面遷移

TOP画面 → 拡大画面
→ カテゴリ検索画面 → 拡大画面

どの画面からも TOPと拡大画面へ移動することは可能。
また、５０秒間全く操作されなかった場合は自動的に TOPへ遷移。

５．３．１．２ TOP画面
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５．３．１．３ 拡大画面

５．３．１．４ 検索画面

５．３．１．５ クーポン処理
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検索画面を操作する利用者 携帯電話でクーポンを受け取る利用者

５．３．１．６ 放映コンテンツ

５．３．１．６．１ 動画・静止画エリア
下記コンテンツを開始から終了まで繰り返して放映した
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５．３．１．６．２ 小口広告エリア

以下の４３社の協力で各社の広告が、TOP画面上に４社分ずつランダムに表示した。
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会場で放映された高画質コンテンツ

５．３．２ サイネージB

５．３．２．１ 画面構成及び概要

５．３．２．２ 放映コンテンツ

下記コンテンツを開始から終了まで繰り返して放映した
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６ 実証実験の結果

６．１ 利用者のアンケート調査結果

実験期間中は説明・アンケート要員２名を配置し、利用者に対しては参考資料にあるアンケート用紙を
利用して口頭で質問し回答を記録した結果、５００件を超えるアンケート集計が行われた。内容を見ると、実
験システムであることを周知して質問しているのに対し、回答者はかなり実用システムを期待して回答し
ていることが見られる。

６．１．１ 全体集計及び回答日別集計
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（＊）観光者数はアンケート回答者中「観光目的」と答えた数
（＊＊）入館者数は札幌市からの提供
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６．１．２ 性別分析

－２０－



�年齢は、男女ともに「４０代～５０代」の比率が高い。
�来道（場）者は、男性は「道外」からが多く、女性は「市民」が多い。
�来道（場）目的は、男性は「観光」が多く、女性は「その他（買い物、休憩等）」が多い。
�デジタルサイネージの認知度は、男性と比べると女性は低い。
�各画面の印象、小口CMの情報・表示方法は男女ともに「良いと思う」との回答が多い。
�利用希望は、男女ともに「利用したい」との回答が多い。
利用しない理由では、男性は「魅力がない」との回答が多く、女性は「機会がない」との回答が多い。
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６．１．３ 年齢別分析

�来道（場）者は、１０代は女性が多く、２０代からの各年代は男性が多い。
�来道（場）者は、２０代～３０代は「道外」からが若干多く、４０代～５０代、６０代以上は「市民」が多い。
�来道（場）目的は、２０代～３０代は「観光」が若干多く、４０代～５０代、６０代以上は「その他（買物、休
憩等）」が多い。

�デジタルサイネージの認知度は、２０代～３０代、４０代～５０代は３０％前後が「知っている」と回答してい
るのに比べると、６０代以上は１０％とかなり低い。

�各画面の印象、小口CMの情報・表示方法は、各年代ともに「良いと思う」との回答が多い。
�利用希望は、２０代～３０代、４０代～５０代は「利用したい」との回答が８０％以上となっているのに比べる
と、６０代以上は６７％と低い。
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６．１．４ 来道（場）者別分析

�来道（場）者は、道外からは男性が多く、道内、市民では女性が多い。
�来道（場）目的は、道外は観光が多く、道内、市民はその他（買い物、休憩等）が多い。
�デジタルサイネージの認知度は、道外、道内は「知っている」との回答が２０％程度であるが、市民は
２６％と若干高い。
�各画面の印象は、道外、道内、市民ともに「良いと思う」との回答が８０％以上となっている。
�小口CMの情報・表示方法は、「良いと思う」との回答が多いが、道外７８％と比べると、市民７０％と若
干低い。

�利用希望は、道外、道内、市民ともに「利用したい」との回答が８０％程度と多い。
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６．１．５ 来道（場）目的別分析

�男性は観光、ビジネスが多く、女性はその他（買物、休憩等）が多い。
�来道（場）目的が、その他（買物、休憩等）、ビジネスは４０代～５０代の比率が高い。
�観光は、「道外」からが８４％と最も多く、その他（買物、休憩等）は「市民」が６４％と多い。
�デジタルサイネージの認知度は、「知っている」との回答は観光、その他（買物、休憩等）は１５％程度
であるが、ビジネスでは７２％と高い。

�各画面の印象は、「良いと思う」との回答は観光、ビジネスは９３％程度となっているが、その他（買物、
休憩等）では７９％と若干低い。

�小口CMの情報・表示方法は、「良いと思う」との回答は観光、ビジネスでは７９％程度となっているが、
その他（買物、休憩等）は６７％と若干低い。

�利用希望は、「利用したい」との回答は観光８３％、ビジネス９１％となっているが、その他（買物、休憩
等）では７４％と若干低い。
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６．１．６ コンテンツに関する自由コメント

コンテンツに関して、良いと思う理由、悪いと思う理由、提言を聞き取って記述した。

【良いと思う理由】

性別 年齢 区分 Q４ Q３で良いとした理由

女性 ４０代～５０代 市民 もっと情報があるとよい。

女性 ２０代～３０代 市民 きれいで見やすい。

女性 ６０代以上 道内 見やすい。

女性 ４０代～５０代 市民 便利だから。

女性 ４０代～５０代 市民 タッチするなら便利だから。

女性 ４０代～５０代 市民 地図など見れたら便利だから（旅先などで）。

男性 ２０代～３０代 市民 わかりやすい所にあれば、より良い。

男性 ２０代～３０代 市民 詳細情報が出ればよい（地図が出れば）。

男性 ４０代～５０代 市民 自分で選択できるというところ。

女性 ４０代～５０代 道外 観光で来ているので、お店の情報はありがたい。

男性 ４０代～５０代 市民 見やすさは確かにいい。

女性 ２０代～３０代 市民 色々な情報を知れて便利（インターネットより良い意味で少ない情報だから）。

女性 ２０代～３０代 道内 近くにインターネットがないので便利。

女性 ４０代～５０代 市民 画面がきれい。

女性 ４０代～５０代 道外 画面がきれい、見やすい。

女性 ４０代～５０代 道内 見やすい。だがもっと情報量があっってもいい。

女性 ６０代以上 道内 鮮やかで見やすい。

男性 ６０代以上 市民 店のことわかっていいと思うから。

女性 ６０代以上 道内 見やすい。

女性 ６０代以上 道内 わかりやすい。

女性 ６０代以上 道内 見やすい。

男性 ４０代～５０代 道外 鮮やかで見やすい。

男性 ４０代～５０代 道外 見やすい。

女性 ４０代～５０代 市民 見やすい。

男性 ４０代～５０代 市民 縦画面で上に動画紹介、下部のテキスト紹介が良い。

男性 ４０代～５０代 市民 画面も見やすい。タッチの早さ、街に出て情報を得るのは楽しいから、タッチし

て調べるのは良い。上のニュースも便利で良い。

男性 ２０代～３０代 道内 見やすさ。

女性 ６０代以上 市民 画面がきれい。

女性 ６０代以上 道内 おもしろいから。お友達と集まってランチするときに便利。

女性 ４０代～５０代 市民 写真や文字は見やすい。

男性 ２０代～３０代 市民 見やすさは良い。けれど検索はもっと詳細にできれば良かった。

女性 ４０代～５０代 市民 お店の情報などは見れると便利だから。地方から来た友人などに説明することも

できる。

男性 ４０代～５０代 市民 観光案内の画像が動く方が分かりやすくて良い。

女性 ４０代～５０代 市民 画面はきれい。

女性 ４０代～５０代 市民 画面の大きさ。

男性 ４０代～５０代 市民 画面の見やすさ、きれいさは良い。

男性 ２０代～３０代 市民 画面はきれい。見やすくて大きいしきれい。

男性 １０代 道内 タッチパネルなのが良い。観光客なら分かりやすくて良い。

男性 ４０代～５０代 道内 見やすくて良いと思う。

男性 ４０代～５０代 市民 クーポンが取れるところ。

男性 ４０代～５０代 道外 年配の方は電子機器への怖さがある。もっと使い易く。

男性 ４０代～５０代 道内 最初は何か分からないが、慣れれば大丈夫だと思う。
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女性 ４０代～５０代 道内 タッチパネル画面がきれい文字が見やすい、自分はいらないけど。

女性 ２０代～３０代 市民 おさいふケータイは特に何もしなくても見れるのが良い。

男性 ４０代～５０代 市民 情報が見れるから、他特になし。

女性 ２０代～３０代 市民 綺麗。

女性 ４０代～５０代 道外 来たときに知っていたら良かった。大きさ。

男性 ２０代～３０代 道外 多様な情報があれば良い。

男性 ６０代以上 市民 便利。

男性 ６０代以上 道外 １０行以内の説明。

女性 １０代 市民 見やすい。

女性 ６０代以上 道外 綺麗だけど。

男性 ６０代以上 道内 綺麗。

女性 ４０代～５０代 道内 明るくて。

男性 ２０代～３０代 市民 綺麗。

女性 ４０代～５０代 市民 あったら便利。

男性 ４０代～５０代 市民 字も大きいのが良い。

男性 ４０代～５０代 道内 SHOP見やすい、綺麗、クーポン内容。

女性 ６０代以上 市民 触って情報が得られるのは便利、特にタッチパネルに抵抗はない。

女性 ４０代～５０代 市民 便利だから。

男性 ４０代～５０代 道外 触って画面が変わるのは面白い。

女性 ４０代～５０代 道内 友人達と大勢でなら楽しい。

男性 ４０代～５０代 市民 会場の案内図（雪祭りなど）。

男性 ２０代～３０代 市民 パソコン、携帯の延長線上にあると思う。触ることには抵抗はない。

男性 ４０代～５０代 市民 クーポンがとれるのは良い。画面がきれい。

女性 ２０代～３０代 市民 タッチするだけなので便利。簡単だから。画面がきれい。

女性 ４０代～５０代 市民 回天寿司屋に行きたかったので情報があって便利だっため。

女性 ４０代～５０代 市民 地図が出るところ。

女性 ４０代～５０代 市民 興味本位で１、２度なら見ると思う。

女性 ４０代～５０代 道内 きれいで使用しやすい。

男性 ４０代～５０代 道内 見やすい。

男性 ４０代～５０代 道外 情報量が十分である。

男性 ６０代以上 道内 綺麗で見やすい。目が悪いが良く見えた。

女性 ２０代～３０代 市民 見やすくて良いと思う。

女性 ６０代以上 道外 シンプルで使いやすい。

女性 ４０代～５０代 道内 お店が分からない時に。

男性 ２０代～３０代 道外 住所、時間、お得な情報が網羅できるので。

男性 ４０代～５０代 市民 情報量が十分。

女性 ４０代～５０代 道内 画面の彩度が高くて見やすい。

女性 ４０代～５０代 道内 価格帯が確認できた。

男性 ６０代以上 市民 良く分からない。

男性 ４０代～５０代 市民 画面の明度高いが目が痛くない、サービスの価格が表示されていて内容が検討し

やすい。

男性 ２０代～３０代 市民 画質が綺麗です。

男性 ４０代～５０代 市民 情報量や画面がシンプルで見やすい。

男性 ６０代以上 市民 ４分割位の表示で一目で確認できるため。

男性 ６０代以上 市民 画質が従来よりも向上していて文字画像ともに美しい。

男性 ４０代～５０代 道外 画面が非常にきれい。

男性 ４０代～５０代 道外 画質が大変良い。縦画面で上下で機能が分かれていて情報量が多いので見やすい。

男性 ４０代～５０代 道内 画面の照度が高く、鮮やかで臨場感がある。

女性 ６０代以上 道内 大きくて見やすい。年齢を問わず使い易い。
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男性 ４０代～５０代 道内 きれい。

女性 ４０代～５０代 道内 きれいで見やすい。

男性 ４０代～５０代 市民 見やすい。だがもっと情報量があっってもいい。

男性 ６０代以上 市民 きれい。見やすい。明るい。

男性 ４０代～５０代 道内 動きが速くて見やすい。

男性 ２０代～３０代 道内 鮮やかで見やすい。

男性 ６０代以上 道内 目に留まりやすい構成だから。

男性 １０代 道外 きれいで見やすい。

男性 ４０代～５０代 道外 遠くからでも見やすい。

女性 ４０代～５０代 道内 大きな文字と写真で高齢者でも見やすそう。

女性 ４０代～５０代 道外 遠くからでも表示が大きいから。

女性 ２０代～３０代 道内 見やすくて良い。

男性 ６０代以上 道外 明るくて分かりやすい。

男性 ４０代～５０代 道外 大きくて見やすい。

男性 ２０代～３０代 道外 見やすい、鮮やか。

男性 ６０代以上 道外 大きくて見やすい。

男性 ２０代～３０代 道外 鮮やかで見やすい。

男性 ６０代以上 道内 高齢者でも表示が大きく見やすい。

男性 ４０代～５０代 道外 遠くからでも良く見える。

男性 ４０代～５０代 道外 見やすい。

女性 ２０代～３０代 市民 見た目は観光案内板のようだ。

女性 ２０代～３０代 道内 便利なこと。買い物も終わって、夜ご飯を探すのに便利。

女性 ２０代～３０代 市民 最先端な感じがする。

女性 ２０代～３０代 市民 面白い。探していた店（ライオン）はなかったけど、タッチパネル、携帯で取れ

るのは面白い。

女性 ４０代～５０代 市民 面白いから。色々な情報が見れるので。

男性 ２０代～３０代 市民 i-phone なので携帯に送れると良い。場所による。

女性 ４０代～５０代 市民 お店の情報が調べられるのが良い。

女性 ６０代以上 市民 タッチパネルには抵抗感はなし。

男性 ６０代以上 市民 縦型で見やすい。

女性 ２０代～３０代 道外 大きくて見やすい。

女性 ６０代以上 市民 高齢者でも見やすい。

女性 ４０代～５０代 道内 綺麗で見やすい。

男性 ４０代～５０代 市民 きれい、見やすい、明るい。

女性 ６０代以上 道内 横からでも見やすい。

男性 ４０代～５０代 道外 誰でも使いやすそう。タッチパネルの動きがスムーズ。

女性 ６０代以上 道外 使い易い。

男性 ４０代～５０代 道内 使い易い、大きくて見やすいので探しやすい。

男性 ２０代～３０代 道外 広告の仕事をしているので単に興味があった。

女性 ２０代～３０代 道内 面白い。画面が綺麗。

男性 ４０代～５０代 道外 観光で来たので、こういうもので現在地が分かると知らない土地ではありがたい。

女性 ４０代～５０代 道外 欲しいものがすぐに出てくると良いのに、抽象的なもの「何か甘い物食べたいな」

などの要望。広告代理店の仕事をしているので興味があった。ホットペッパーの

サイトがそのままこの機械に入っても良いかも。欲しい物の情報がすぐに出てく

れば、より多くの人が使うと思う。

女性 ４０代～５０代 道内 見やすい、きれい。

女性 ４０代～５０代 市民 見やすくてきれい。簡単、触れて見れる。

女性 ４０代～５０代 市民 画面が綺麗だし待ち合わせにも使えそう。

男性 ６０代以上 市民 人がいなくてもコミュニケーションできるので良い。大きくて見やすい方が良い。

－２７－



女性 ６０代以上 道内 きれいだと思う。観光情報も見れて良い。

女性 ６０代以上 市民 きれいな映像。

女性 ４０代～５０代 道外 画面、映像がきれい。

男性 ２０代～３０代 市民 映像が綺麗。大きいタッチパネルが面白い。大きいとタッチするとき押しやすい。

男性 ４０代～５０代 市民 画面が綺麗なこと。

男性 ２０代～３０代 道外 画面のきれいさ。

女性 ４０代～５０代 市民 画面が綺麗。

女性 ２０代～３０代 道内 お店の情報が調べられるのが良い。見れると便利だから。

男性 ４０代～５０代 市民 上の画像を見ていた（以前旅行したことがある場所だったので）。

女性 １０代 道内 画面が綺麗。

男性 ４０代～５０代 道外 綺麗で見やすい。観光地に広がると良い。

女性 ６０代以上 市民 高齢者だが大きくて見やすくて良い。

男性 ６０代以上 道外 横からでも良く見えるし、文字も見やすい。

男性 ６０代以上 道外 きれいな映像。

男性 ６０代以上 道外 明るくていいがマップがアバウト過ぎる。

男性 ２０代～３０代 道内 見やすい、綺麗。

男性 ２０代～３０代 道外 マップは細かすぎず、大まかすぎず、ちょうど良い。

男性 ４０代～５０代 道外 綺麗で見やすい。カテゴリーも飲食・物販・観光と多すぎないので分かりやすい。

女性 ６０代以上 道内 綺麗。

女性 ６０代以上 道内 観光客には良さそう。でも地元客はあまり使わなそう。

女性 ４０代～５０代 道外 価格やメニューが確認できた点。

女性 ２０代～３０代 道外 画面が光の下でもきれいに見える。雑誌と同じ程度の情報があり役立つ。

男性 ６０代以上 市民 文字がきれいに見える。

男性 ６０代以上 道外 価格帯がわかりやすい。

女性 ４０代～５０代 市民 料理が写真で確認できる。

女性 ４０代～５０代 道外 大まかな料理の内容と価格が検討できる点。

女性 ６０代以上 市民 操作性が高く子供でも使いやすい。料理の画像でお店を比較できるのが良い。

男性 ４０代～５０代 市民 PRについては動画がきれい。CMも知っているお店が多いが改めてPRが見られ

る点。

男性 １０代 道外 地図住所が表示でき、簡単に切り替えられるため。Felica 機能でのお店の情報を携

帯電話に転送できる。簡単なので子供でも操作しやすい、マップ等表示ボタンが

ランプして扱いやすい。

女性 ６０代以上 市民 画面の明度が高く文字が見やすい。

女性 ２０代～３０代 市民 画面が綺麗、便利。

男性 ６０代以上 道内 自分で調べることができる。

男性 ２０代～３０代 市民 指１本でできる。

男性 ２０代～３０代 道内 画像きれい。行ってみたい。

女性 ４０代～５０代 市民 素敵。時代を見れる。

男性 ６０代以上 市民 綺麗な動画が流されるのは良い。

女性 ４０代～５０代 市民 レイアウト、色彩、クリアな画面。

女性 ４０代～５０代 道内 色んな情報を見れるところ。

女性 ６０代以上 道内 お店を調べなくても知ることができる。

女性 ４０代～５０代 道外 どこに何があるか分からずに来る場合と携帯で調べられないので良い。

男性 ４０代～５０代 道内 画像きれい、見やすい。

女性 ６０代以上 道外 変わるし見やすい。勝手に変わるのが良い。画面で見れるのが良い。

女性 ２０代～３０代 市民 自分で自由にできるのが良い。

男性 ６０代以上 道外 必要だと思う。

男性 ２０代～３０代 道外 大きくて。

女性 ２０代～３０代 市民 簡単に使えて。
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男性 ２０代～３０代 道外 綺麗で駅にある。

男性 ４０代～５０代 道外 はっきり見やすい。大きさが良い。不自由な方やお年寄り向き。

男性 ６０代以上 道外 見やすくて分かりやすい。面白い。

女性 ６０代以上 市民 お店のメニューや価格が予め分かって便利。

男性 ２０代～３０代 道外 料理が写真で確認できる。

男性 ４０代～５０代 道外 料理の写真が見られ、価格が確認できる点。

女性 ２０代～３０代 道内 内容や画面構成に不満はない。使い易い。

男性 ２０代～３０代 道内 画面がきれいなので料理の写真も食欲をそそる。

男性 ４０代～５０代 市民 お店の売りがシンプルに表示されている点。

男性 ６０代以上 道外 料理の画像が見られる点。

女性 ４０代～５０代 市民 遠くからも見やすい。

男性 ４０代～５０代 道外 画質がよい。見やすい。

女性 ４０代～５０代 市民 字も見やすく遠くからでもよく見える。

女性 ６０代以上 市民 画像が綺麗。

男性 ４０代～５０代 道外 ちょうど良い文字画像レイアウトだから。

男性 ２０代～３０代 道内 デザインも良いし操作性に優れている。広報さっぽろや市役所の情報も見れると

市民に使い易い。クーポンの内容が直ぐに分かるようになっていると良い。．内

容によって受信するか決める。英語、中国語、韓国語に変換できるようにする。

女性 ２０代～３０代 市民 常に画像が動いているので次の情報が表示されるまで心理的に待たされている気

がしない。（情報の表示がスムーズ）

女性 ６０代以上 道外 文字の大きさや分量、写真の構成がちょうど良い。

男性 ２０代～３０代 道外 サービスの内容が比較しやすいので。

男性 ２０代～３０代 市民 これくらいでまずは良いのではないかと思う。詳細はインフォーメーションやパ

ンフレットで理解できるので。

男性 ６０代以上 市民 観光の方にはおおよその情報（厳選）の方が選択しやすい。

男性 ４０代～５０代 市民 料理等の写真、サービス内容が確認できる点。

女性 ４０代～５０代 市民 文字の大きさは近くで見る分には支障がない。

男性 ２０代～３０代 道外 写真で大まかな料理の内容が分かる。

男性 ４０代～５０代 市民 広告の内容の充実、写真の美しさ。

男性 ４０代～５０代 市民 地図はパンフレットでも情報が得られるので十分。

男性 ２０代～３０代 市民 お店の料理や雰囲気等の紹介が確認しやすいため。

男性 ４０代～５０代 市民 だいたいのメニューが写真で見られる点。

男性 ２０代～３０代 外国人 写真でおおよその情報が掴める。

女性 ４０代～５０代 市民 若い人なら抵抗なく触れるし良いと思う。

男性 ２０代～３０代 道内 面白いし便利なので。

女性 ６０代以上 道内 映像があるのは綺麗。

男性 ２０代～３０代 道内 凄い。

男性 ４０代～５０代 道内 迷わず行けるので良い。

男性 ４０代～５０代 市民 綺麗、スペース取らない。

女性 ６０代以上 市民 画面が綺麗、以前行った場所を思い出す。

女性 ２０代～３０代 市民 画面が綺麗。

男性 ６０代以上 道外 簡単だから。

男性 ６０代以上 道外 便利だから。

女性 ２０代～３０代 道内 岩見沢に居住しているので、このようものがあると便利。

女性 ４０代～５０代 道外 観光情報を発信できるのは良いことなので。（色々と道外に行かれる方で他の地方

空港を利用する。）

男性 ４０代～５０代 市民 画面が綺麗。クーポンが実際とれるのに驚き。

女性 ２０代～３０代 市民 実際使ってみないと分からないが良いと思う。

女性 ２０代～３０代 市民 便利だし画面が大きくて良い。
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女性 ４０代～５０代 市民 上に流れる映像が綺麗。

女性 ４０代～５０代 市民 簡単だし便利。

女性 ４０代～５０代 市民 簡単だったので。

女性 ６０代以上 市民 簡単にできて分かりやすくて良い。特にタッチ式には抵抗はない。

男性 ４０代～５０代 市民 タッチして情報が見れるところ。

女性 ４０代～５０代 道内 便利だと思う。機会があれば利用したい。

女性 ６０代以上 市民 道外のお客様に北海道の情報を知ってもらえる。

女性 ４０代～５０代 道内 デパートなどの喫茶店を探したりできれば便利だと思う。簡単で面白い。

女性 ２０代～３０代 市民 便利、市民だから知らないこともあるのでデジタルサイネージで知れたら良い。

女性 ６０代以上 市民 簡単に情報が得られること。便利。遠くから見たら何をやっているのか分からな

かった。

女性 ６０代以上 道内 観光客には良い。

女性 ４０代～５０代 道内 便利。

男性 ６０代以上 市民 新しい。

男性 ６０代以上 道内 映像が見れるのが良い。

女性 １０代 市民 綺麗、楽しい。クーポンが良い。

男性 ４０代～５０代 道内 余り使わないが駅にあったら良いと思う。

女性 １０代 市民 便利。

女性 ６０代以上 道内 綺麗だけど。

女性 ２０代～３０代 市民 紙のポスターより情報量も多くボタンでなく直接触れるのが良い。クーポンが取

れるのが良い。

女性 ４０代～５０代 市民 明るい見やすい。

女性 ６０代以上 市民 探す気のある人には良い。観光客には良い。

女性 ４０代～５０代 市民 急にお店を探す必要が出た時に便利。

女性 ６０代以上 市民 綺麗、便利。

女性 ６０代以上 道内 簡単に操作できる。

女性 １０代 道内 明るくて良い。

男性 ６０代以上 道外 駅に置いてあったら良い。

男性 ２０代～３０代 道外 便利そう。

女性 ６０代以上 道内 綺麗で今の社会には良い。

男性 ２０代～３０代 道外 検索できる点。

女性 ４０代～５０代 市民 情報を見れるのは良い。

男性 ４０代～５０代 道内 観光客によい。検索できる画面。

女性 ６０代以上 道外 映像を見られる点がよい。

女性 ２０代～３０代 市民 色は綺麗。

男性 ２０代～３０代 道内 便利、旅先であれば使う。

男性 ６０代以上 道内 絵が細かくて綺麗。チラシ・ポスターより綺麗で良い。

女性 ４０代～５０代 道外 パンフを見るより分かりやすい。

女性 ６０代以上 市民 文字や写真の構成がシンプルで見やすい。

男性 ４０代～５０代 道外 特定のお店を決めていない場合に料理の印象で決められるため。

男性 ２０代～３０代 道外 サムネイルがあり、料理内容が検討しやすい。

女性 ４０代～５０代 道内 お料理の内容や価格帯が分かって良い。

男性 ２０代～３０代 道内 画像写真で料理の内容や地図が表示されるので観光時には役立ちそう。

女性 ４０代～５０代 市民 （市民でも）普段利用しない店舗の内容も見られるため興味がでる。

男性 ４０代～５０代 市民 観光の方にはちょうどいい情報量だと思う。

男性 ４０代～５０代 道外 だいたいの料理の雰囲気が掴めるため。

女性 ２０代～３０代 道外 価格帯や料理内容が検討できる。

女性 １０代 道外 大きくて見やすい。

女性 １０代 道外 綺麗。内容も飲食、物販、観光のカテゴリーがちょうど良い。
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男性 ６０代以上 道内 綺麗。

女性 ６０代以上 道外 見やすい。

女性 ４０代～５０代 道外 カテゴリーも３つでちょうど良い。

女性 ４０代～５０代 市民 見やすい。分かりやすい。

女性 ６０代以上 市民 文字の大きさもちょうど良く使い易い。操作も簡単で表示されるのが早いので煩

わしさもない。

女性 ４０代～５０代 道外 見やすいし、クーポンがあって良い（マルキタプリン本舗様のクーポンを送信）。

男性 ４０代～５０代 道内 見やすいが表現が少し堅い気もする。物販よりお土産という表現の方が分かりや

すい。

男性 ２０代～３０代 道内 見やすい。

男性 ４０代～５０代 道外 レイアウトや文字の大きさはちょうど良い。

男性 ２０代～３０代 道内 情報、画像表示が早い。

男性 ４０代～５０代 市民 細かすぎると読むのが面倒だからちょうど良いと思う。

女性 ４０代～５０代 道外 文字の大きさは近くで見る分には支障がなくちょうど良い。もっと店舗数を増や

して欲しい。

女性 ２０代～３０代 道外 分かりやすい。クーポンが使えて良い（雪あかりの路のクーポン）。

女性 ４０代～５０代 道外 文字の大きさも写真の大きさもちょうど良い。鮮やかで綺麗。

男性 ４０代～５０代 市民 良くできていると思う。QRコードで読み取るものよりも煩わしくないので使い易い。

女性 ２０代～３０代 道内 トップ画面の映像は写真がもっと大きい方が選びやすい。

男性 ２０代～３０代 市民 情報量が多い。

男性 ４０代～５０代 市民 情報量が豊富。

女性 ４０代～５０代 市民 料理の写真が美味しそう。

女性 ４０代～５０代 道内 料理の内容が見れる。使いやすそうな印象。

男性 ２０代～３０代 道外 料理やお店のPRか比較でき、初回の来道でも選びやすい。

男性 ４０代～５０代 道外 内容は価格、料理、PRがあり十分。

女性 ４０代～５０代 道外 価格、料理の簡単な紹介があり分かりやすい。

男性 ２０代～３０代 道外 文字の大きさ、クリアさ、価格が表示されるところ。

男性 ４０代～５０代 市民 クーポンマガジン程度の情報がシンプルに表示されているので見やすい。最新情

報に更新されるのも良い。

女性 ４０代～５０代 道内 同じ料理でも写真や文章で比較できる点、価格が分かる点。

男性 ４０代～５０代 市民 市民でも店舗の季節限定メニュー等知らないので見られると購買欲がわく。

女性 ２０代～３０代 道外 料理の内容や価格がおおよそ表示されるので比較しやすい。

女性 ６０代以上 市民 観光の場合、具体的なお店が決まっていないことも多いので料理の内容や価格帯

が見られるのが良い。

男性 ４０代～５０代 市民 料理の内容や価格の確認が容易。

女性 ４０代～５０代 市民 サムネイルで料理の写真が表示されること。価格やサービスの内容が分かりやすい。

男性 ４０代～５０代 市民 情報が更新されるので雑誌よりも充実していそう。

男性 ２０代～３０代 道外 シンプルで分かりやすい画面構成。

男性 ２０代～３０代 道外 写真付きの店舗案内。

女性 ４０代～５０代 市民 お店、料理、価格が記載されている点。

男性 ４０代～５０代 道外 情報量（料理、お店の雰囲気、価格）がある。

男性 ４０代～５０代 市民 お店を選ぶ際に必要な情報（料理、価格、その他）が十分にある。

男性 ４０代～５０代 道外 日本語は分からないが写真で選ぶことができた。

女性 ６０代以上 道内 情報量（写真のサムネイル、価格）がちょうど良い。

女性 ４０代～５０代 道内 見やすくて良い。

男性 ４０代～５０代 道内 クーポンや携帯に情報が送信できるから。（奥芝商店の情報を送信していました）

男性 １０代 道内 字や写真は見やすい。

男性 ２０代～３０代 道外 離れた場所からも読めるで広告の意味をなしている。

女性 ６０代以上 市民 文字の大きさ、写真の綺麗さ。
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男性 ２０代～３０代 道外 地図へ切り替えられるのが良い。お店の住所、価格帯が分かる。

女性 ４０代～５０代 市民 書かれている紹介、店舗情報は良い。しかし、距離があると店名は見えるが小口

CMの紹介文は見えにくい。近くで見たところでは読むのに支障はない。

女性 ６０代以上 市民 ちょうど良い内容量。

男性 ２０代～３０代 道外 クーポンがあるから。

【悪いと思う理由】

性別 年齢 区分 Q５ Q３で悪いとした理由

男性 ４０代～５０代 市民 日本語でしか見れない。観光のため使うなら、英語や中国語でも見られるように

すべき。

女性 ４０代～５０代 市民 もう行く店が決まってるから。だからわざわざ調べない。

男性 ２０代～３０代 市民 ジャンル別、料金別に検索できればよかった。

女性 ４０代～５０代 道外 使っていいかどうか分からなかった。看板とかあればよい。遠くから見てると触っ

てはいけないと思った。もっと画面に分かりやすい表示がほしい。

男性 ４０代～５０代 市民 インターネットとあまり変わらないように思う。

女性 ２０代～３０代 市民 画面が見づらい。（マップとかタッチして良いかなど）初めて見る人にわかりやす

く。２分割されている画面（タッチの部分と広告の部分）が連動しているのかと思っ

てしまいました。だからタッチできるかどうかもわからなかったし、見づらい。

男性 ６０代以上 市民 もっとタッチパネルであることをアピールすべき（本体上部に）。

男性 ４０代～５０代 道内 お店の情報も動画を使ったり、ページ数が沢山あるといい。

男性 ４０代～５０代 道内 チェックしている情報を他人に見られてしまう。情報を選択した後の画面はもう

少し小さな方がいいから。

男性 ２０代～３０代 道内 地図、クーポンが紙で出れば良い。

女性 ６０代以上 市民 年配なので、あまり近づかないように思う。

女性 ４０代～５０代 市民 しかし、年代的に逆に複雑に思えてしまい、触りづらい。インターネットなども

使用しないし携帯もやっていないので。

男性 ２０代～３０代 市民 この画面から別のサイトへ移動すること。ならば最初からそのサイトに行ければ

良い。

女性 ４０代～５０代 市民 あまり調べてお店に行くことがない。

女性 ４０代～５０代 市民 全画面にメニューが出る方が選びやすい。反応が遅い。場所が駅の中なら良い。

男性 ４０代～５０代 市民 リンクで飛べなかったり、画面が止まっている。

男性 ２０代～３０代 市民 小さな子供が触れる大きさにするとなお良い。

女性 ６０代以上 市民 年代的に近寄りづらいため。自分から触ろうとは思わない、誰かが操作してくれ

るようなら良いけど。自分では難しい。

男性 ２０代～３０代 市民 店舗検索の位置が分かりづらい。クーポンの内容が欲しい。

男性 ４０代～５０代 道内 もっとタッチパネルであることをアピールすべき（本体上部に）。地図の詳細が欲

しい。ポスターと同じだ。

男性 ４０代～５０代 市民 置く場所によると思う。もっと詳細が知れたらよい。置く場所（札幌駅、ステラ

あたり）。

女性 ２０代～３０代 市民 行くお店はその時の気分で決めているので。

男性 ４０代～５０代 道外 タッチの前段が必要。紙の媒体やもっと見て分かるもの。電子機器の仕事をして

いるので興味があった。だが、もっと年配の方への配慮が必要だと感じている。

女性 ４０代～５０代 道内 自分の町の情報はいらない。

女性 ２０代～３０代 市民 価格と営業時間が出れば良い、URLリンクとバーコードリーダーが欲しい。

男性 ２０代～３０代 道外 映像いらない（意味ない）。縦長でなくて良い。

男性 ６０代以上 道外 タッチパネルは使いにくい。オフラインも駄目。

男性 ６０代以上 道外 地図の細部がない。ニュースが目に入らない。

女性 ６０代以上 道外 見たいとは思わない、若い人向け。

男性 ６０代以上 道内 目立つところにあれば、でもあまり触りたくない。
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女性 ４０代～５０代 道内 年いった人には字が見にくく小文字を太く。

女性 ４０代～５０代 道内 １人だと見にくい。画面が小さくなっても文字、絵が大きければ良い。

男性 ２０代～３０代 市民 まだ一般化するには早いと思う。触れて情報を得ることに抵抗がある人もいるので。

男性 ４０代～５０代 市民 おさいふケータイじゃないので、他の仕組みになると良い。

女性 ４０代～５０代 市民 レシートで出てくると良い。（全員がケータイを扱い慣れている訳ではない）

女性 ４０代～５０代 市民 地元の人はあまり見ない（もう既に店は知っているので）。一般的な情報というよ

りは隠れた名店を口コミで聞いて行ってみるので、わざわざデジタルサイネージ

を使わない。市民向けではなく観光客向けだと思う（たぶん駅前やデパートに置

いてあったとしても）。

女性 ２０代～３０代 市民 お店の営業時間がないので不便です。

男性 ２０代～３０代 道外 英語・中国語など観光客も見れるようになっていない。

男性 ４０代～５０代 道内 立ち止まって広告にタッチするための表示あまりないから。

男性 ２０代～３０代 道外 英語などでも表示されるべきだから。

女性 ２０代～３０代 道内 タッチしていいのかわからないこと。まず印象として画面に目が行くので「タッ

チして下さい」の文字を画面内にもう少し大きく表示した方が触りやすい。トッ

プ画面をもう少し、トップだと分かりやすくすると良いかも。

男性 ６０代以上 市民 あまり札幌に出てくる機会もないので、見ないと思う。

女性 ６０代以上 市民 携帯で情報を知るのではなく紙で欲しい。

男性 ４０代～５０代 道内 知らない人が見るという前提で情報を作ること。

男性 ２０代～３０代 道外 おさいふケータイでない人にも対応したものを。遠くから見てすぐにこの機械が

何かわかる工夫を。

女性 ２０代～３０代 市民 ジャンル分けがされていたら良い（行きたいお店の）。

女性 ４０代～５０代 道外 ジャンル分け（クーポン、料理）。

女性 ４０代～５０代 市民 隣のデジタルサイネージは何だろうと思った、分かりやすい表記が必要。

男性 ６０代以上 市民 コンビニが分かれば良い。旅行者向けに、高齢者向け文字の大きさ（押して大き

くなる）。

男性 ２０代～３０代 道外 地名にフリガナがないため。おさいふケータイ以外に対応して欲しい。

女性 ４０代～５０代 市民 画面の横などに看板で分かりやすく表示（タッチしてくださいなどのキャッチフ

レーズ）。デジタルサイネージの名前が難しい（年配の方だとなおさら近寄りづら

い）。目立つ看板で案内の人がいなくても見ている人が興味を引くようなものにす

る。おさいふケータイ以外にも対応して欲しい。

女性 １０代 道内 文字が少し小さいかも（目があまり良くないので）。

男性 ４０代～５０代 道外 情報量も少なく携帯電話と比べて何のメリットがあるのか分からない。携帯でで

きること以上のコンテンツがないとわざわざ利用する気にならない。ユーザー視

点がない。

女性 ４０代～５０代 道外 情報量不足。近くのお店、温泉など住所からの検索機能がない。

男性 ６０代以上 道外 遠くからでも何の機械か分かるようになっていないから。

男性 ２０代～３０代 道外 件数が少なすぎる（ラーメンで）。（件数が少なすぎて探すのに役立たず、すぐに

立ち去った。）

男性 ２０代～３０代 道外 触りたいと思わない。若い男性は使いたいと思わないし何とも思わない。

女性 ４０代～５０代 道内 「触れて」が気がつかないところにある。

女性 ６０代以上 道内 字が読みにくく、看板としては駄目。

男性 ４０代～５０代 市民 ハイビジョンが当たり前なので特に良いとは思わない。観光等は行くところが決

まっているので意味がない。

女性 ４０代～５０代 市民 見れないし見ても使いたいと札幌市だと思わない。観光地なら使いたい。

男性 ２０代～３０代 道外 観光案内に行くのであまり使わない。

男性 ６０代以上 市民 無駄なものだから一体化する必要はない。看板と TVは別々に発展させるべき。

男性 １０代 道内 キーボードみたいに文字入力。

女性 ４０代～５０代 道内 隣接のお店とか、エリア建物を絞って検索したい。
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女性 ２０代～３０代 道内 横から見ると少し暗い。

男性 ４０代～５０代 道外 情報量の不足。場所によってコンテンツを変えた方が使い勝手が良い。地図に矢

印表示して進行方向案内を行う。

男性 ６０代以上 市民 小口CMのお店紹介文の文字が小さい、お年寄りにも読めるように。

男性 ４０代～５０代 道外 機械（デジタルサイネージ）の先進性を示すような洗練されたデザインにした方

が良い。デザイン性が悪い。ただ動画やテロップを流しているだけではお客様に

画面に触れるという心理的ハードルを越えさせることは難しい。例えば東京のよ

うに地下通路に設置する場合には画面に歩く自分の姿を写してお客様の興味を引

きつけるというアイキャッチが必要。テンプレートのデザインももっと良くしな

いとデザインも従来と大差ない。

男性 ６０代以上 道内 紙で出ないと使わないかも。

女性 ４０代～５０代 市民 遠くからでも何をやっているかわからなかった。

女性 ６０代以上 道内 使いたくない。

女性 ２０代～３０代 市民 文字が小さい。

男性 ６０代以上 道外 観光目的だとホテルを決めているので１人旅が多いと急な変更が多いから観光（北

海道）がもっとあると良い。

男性 ６０代以上 道外 検索機能（名前、場所で）。

女性 ２０代～３０代 道内 検索機能、値段のランク付け（安いところに行きたいので）。

女性 ６０代以上 道外 置く場所（会場）食べる所にあると良い。

女性 ４０代～５０代 道外 バーコード（QR）にした方が良い。今後実用化した際に初めは人がついて操作説

明を。人前で使うことに抵抗感のある方のため少し影になったところに設置して

ほしい。

女性 ４０代～５０代 市民 特にタッチパネルに抵抗はないが機会もないので使わないと思う。

男性 ６０代以上 市民 市民なので情報などは新たに欲しくない。

男性 ４０代～５０代 道内 お店の場所（家族で行く場合、場所が決まっているので、そんなに利用しないか

も知れない）。

男性 ２０代～３０代 道外 一人だとあまり触れないかも。モニターにもう少しインパクトが欲しい、黒い縁

だとテレビに見えてしまうので。

女性 ６０代以上 市民 年配なので壊したらと不安になる。

女性 ６０代以上 道内 自分では使いこなせそうにない。外出は一人でしないので使わない。

女性 ４０代～５０代 道内 昼のランチの情報と印刷機能（クーポンのため）。

男性 ６０代以上 市民 ホテルの情報は必要ないのでは（宿泊情報）調べてくる人が大半なので。

男性 ６０代以上 道内 使ってみたいと思わない。

女性 １０代 市民 駅の広いところにあれば良い（置くところが重要）。

男性 ６０代以上 道外 ハイテクについて行けないので。

女性 ６０代以上 道内 見るだけになってしまう、操作できないので。

女性 ４０代～５０代 市民 パソコンで調べるので使いにくい、市内なら使わない。

男性 ２０代～３０代 市民 市町村の映像も自分で選べたら良い、良いお店がない。

女性 ６０代以上 市民 年齢から使いたいと思わない。

女性 １０代 道内 目立つ場所にあれば良い。

男性 ２０代～３０代 道外 目的別に探せたら。

女性 ４０代～５０代 市民 興味がある人なら見るがそれ以外の人にはただの画面である。

男性 ４０代～５０代 道内 外国語対応。

男性 ２０代～３０代 市民 季節性や地域性が薄い。

男性 ６０代以上 道内 トップ画面の４つの情報が変わるのが少し早い。

女性 ４０代～５０代 道内 おさいふケータイではなくクーポンが貰えないから。

男性 ２０代～３０代 道外 情報量が少なすぎる。全ての店にマップは必要。ポータルサイトや雑誌のグルメ

情報でわざわざデジタルサイネージを使わなくても情報をを得た方が探しやすい。
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【自由コメント】

性別 年齢 区分 Q６ 小口CMの画面で必要・希望する情報や機能

女性 ２０代～３０代 市民 メニューや営業時間を見れると更に良い。

男性 ４０代～５０代 市民 リフト・スキー（料金、運行状況）を知りたい。地方の地図がでれば案内のとき

に使える。見出しをもっと大きく。置く場所（駅、ステラ内）改札口とかに置く。

地図拡大していけたら良いのに（i-phone のように）。

男性 ２０代～３０代 市民 クーポンや地図。

男性 ４０代～５０代 市民 今後、千歳空港のロビーやJR、バス待合室に置いて欲しい。用途に合わせてメニュー

も変化した方がよい（年代別）。市民活動にも役立てる（市民大学など）広告代理

店とうまく連携を。

女性 ４０代～５０代 道外 北海道のお奨めのお店（夜食べるところを決めていないし、初めての場所だから）。

女性 ２０代～３０代 市民 お奨め情報。

男性 ６０代以上 市民 リアルタイムの列車運行状況など。

女性 ４０代～５０代 市民 自然食のお店の情報。

女性 ４０代～５０代 道外 情報が紙で出てくると良い（携帯がない）。

男性 ６０代以上 市民 QRコードの方が全員に情報が行き渡るのでは？。

女性 ６０代以上 道内 ジャンル毎（例えば飲食店も居酒屋、カフェ等）見やすく。

男性 ６０代以上 市民 口コミなどお客の声があったら良い。

男性 ４０代～５０代 道内 動画を使って携帯サイトと差別化。地図を細かく。

女性 ４０代～５０代 市民 CMに現在地からの所要時間、行き方があると良い。観光客は地理が分からないので。

男性 ４０代～５０代 市民 QRコード。

男性 ４０代～５０代 市民 地図など。

男性 ２０代～３０代 道内 情報がもっと増えて検索方法ももっとあると良い。色分けがあると良い。（カップ

ル、友人など）例えば観光の中にホテル、場所など。

女性 ６０代以上 道内 ジャンルで分かれていれば良い。（値段を知りたい）

男性 ２０代～３０代 市民 地図。

女性 ４０代～５０代 市民 メニューなどもあれば良い。

女性 ４０代～５０代 市民 お店の内容、内装がでれば良い。

男性 ４０代～５０代 市民 リンクでとべるように、予約ができると良い。

男性 ２０代～３０代 市民 情報とか季節で変える。（場所や目的によって変わると良い。）

男性 ２０代～３０代 市民 時間帯によって変わるのなら、クーポンを全面に出す。

男性 ４０代～５０代 道内 クーポンが欲しい。画像が動くと良い。すすきの限定の店情報。市民的に言えば

場所限定だと良い。クーポンだけにする。逆に置く場所は少なくした方がみんな

見るのではないか？その方が限定されているので。

女性 ２０代～３０代 市民 市民なのであまり情報は必要ない。

女性 ４０代～５０代 道内 詳しい地図。

女性 ４０代～５０代 市民 文字を大きく。札幌駅やすすきの駅に置ければ。桜情報などを入れる（季節もの、

上の画面などに）。温泉情報。予算とジャンルから選べる方が良い。お奨めの店を

つくる。喫茶店（ケーキの美味しいところを）。カラオケやバーの情報も必要。印

刷機能があれば良い。

女性 ４０代～５０代 市民 無料なのがわからない。場所（設置）が使いにくい。

女性 ２０代～３０代 市民 リンクとして画面内で各店のHPのみでも見れればよい。数店や全店でも良いので

複数店の地図が欲しい。

女性 ２０代～３０代 市民 お店の詳細が出ればよい。観光なら印刷が欲しい。

男性 ２０代～３０代 道外 文字検索で店を探せる。

男性 ６０代以上 道外 プリンター機能（印刷）。

男性 ２０代～３０代 道外 場所（広いスペースにないのが駄目）。

女性 ２０代～３０代 市民 キーワードでの検索機能。お店のメニューだけでなく、店内の雰囲気を知りたい。

女性 １０代 市民 バス、デパートの店の場所が分かれば良い。
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男性 １０代 道外 人気のお店を載せて（探して見つけて載せて欲しい）。

男性 ６０代以上 道内 飲み屋の情報。

男性 ６０代以上 市民 歴史や街の特徴がのっていたら。

女性 １０代 市民 利用したい。観光先なら触りたいと余り思わない。

男性 ２０代～３０代 市民 上の画面で関連動画と、カナ検索、ジャンルをしっかり作って欲しい。

女性 ４０代～５０代 市民 パソコンをしない人向けに「音声案内」を。ただの電子看板では存在意味がない。

数カ国語に対応するように。タッチパネル上部は行きたい地域拡大。存在のアピー

ルを。「色々出て来ますよ、ここを触ると雪祭り情報があるよ、何を調べたいです

か」と、音で興味を押したくなる、お年寄りにわかるように。

男性 ４０代～５０代 市民 これを触ると美味しいご飯のお店の情報が入手できるよ、などの知らしめる工夫

や興味そそるアピール。ポイントは何かつくなどの宣伝、メリットのあることを

アピール。クーポンがあることをアピール。

男性 ４０代～５０代 市民 すすきの情報。

女性 １０代 道内 駅の周りの地図をズーム。

男性 ４０代～５０代 道内 お店の情報が上にも表示されたら良い。

女性 ６０代以上 市民 ホテルなど。

女性 ４０代～５０代 市民 居酒屋さんを探していた。メニュー、料金など詳しく知れたら良い。

男性 ４０代～５０代 道外 地図が欲しい。観光客なのでもっと詳しく知りたい、紙で欲しい（出てくる形式）。

女性 ４０代～５０代 道内 クーポンがあれば良い。

男性 ４０代～５０代 市民 クーポン、地図の詳細（インターネットだともっと詳しく出ているので）。

女性 ２０代～３０代 市民 このカフェ（ノルテ）のクーポンがないのかと聞かれた。あればこの店を利用した。

女性 ４０代～５０代 市民 紙が出てくると良い。

女性 ４０代～５０代 市民 お店の場所。

女性 ２０代～３０代 市民 地図が紙で出ないのが気になる（携帯でけだと分からない）。

女性 ４０代～５０代 道内 携帯ではなくクーポンやマップをプリントアウトするようにする。お年寄りには

抵抗感があると思う。

男性 ４０代～５０代 道内 フロアマップ（ステラ等の案内）情報を入れたい（メニュー）。

男性 ４０代～５０代 道外 観光マップが欲しい。

男性 ４０代～５０代 道外 ユーザーの期待感を反映する（人が来たら、その人の興味に合わせたものを表示

させる等、フェイスシートが作れると良い）。もう少し動画を増やして。

女性 ２０代～３０代 市民 口コミがあると更に良い。文字（テロップ）は綺麗。写真は若干あまく見える。

女性 ６０代以上 道外 地図中心部網羅。観光向けに営業時間、詳細な地図。北海道のリアルタイムを送

信することで道外のお客様を取り込み。画面を触り検索することに抵抗はない。

札幌市中心部の地理的つながりが分かるように、大きな地図を表示して更に触れ

た箇所を拡大できると良い。冬の催し（北大等地元の展示やイベント情報）。

女性 ２０代～３０代 市民 一目でクーポンの有無が分からないので店舗検索時に見えてくると便利。あと、折

角なのでカフェノルテクーポンがあればもっと利用者が使ってみたいと思うはず。

女性 ４０代～５０代 道内 おさいふケータイ以外でもクーポンを使えると良い。市外の人も分かるように、

建物の目印も含めて表示して欲しい。ホテルの価格サービスも比較したい。病院

の検索機能（札幌でしか行けない手術もあるため）。

男性 ２０代～３０代 道外 周辺検索（ナビ）があると不慣れな人にも使い易い。

男性 ４０代～５０代 市民 おさいふケータイ以外の方のためにバーコードを記載するのはどうか。

女性 ４０代～５０代 道内 初めて来た方でもお店の場所や営業時間がわかった方が良い。

女性 ４０代～５０代 道内 携帯クーポンだけではなく、紙クーポンが入手できると助かる。

男性 ６０代以上 市民 良く分からない。

男性 ４０代～５０代 市民 地図に目的地だけではなく「現在地」も表示して欲しい。また、目的地へのアクセス手

段や時間も一緒に表示させて欲しい。Felica 機能に限らずQRコードも載せて欲しい。

男性 ６０代以上 市民 料理のメニュー毎（「そば」「ラーメン」「中華」のように）で検索できると良い。店

舗数もある程度数があり、価格やメニューの内容から比較できるようにして欲しい。
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男性 ６０代以上 市民 外国語表記があると外国人観光客の店も利用しやすいので観光で利用する際は改

良して欲しい。地図による建物以外にもランドマークを記して初見でも分かりや

すく。

男性 ４０代～５０代 道内 地図はプリントアウトして携帯できると良い。

男性 ４０代～５０代 道内 クーポンがある店舗は一目で分かるようにする。

男性 ２０代～３０代 道外 静止画ではなく動画があるといい。口コミも。

女性 ４０代～５０代 市民 居酒屋は近くの二次会ができる店も表示されるといい。予約も。

男性 ４０代～５０代 道内 携帯を持っていない人でもクーポンを取れるように。

女性 ４０代～５０代 道内 人気があるお店、ないお店が一目で分かるといい。デジタルサイネージ内での人

気店が分かると参考になる。

男性 ４０代～５０代 市民 徒歩、地下鉄、バスなど交通機関を選択するとルート所要時間が出る機能がある

といいのではないか。

男性 ６０代以上 市民 もっと細かい情報があるといい。

男性 ４０代～５０代 道内 エリア毎に情報表示あるといい。（区ごと、路線、観光名所ごと）

男性 ２０代～３０代 道内 動画があった方がいい。時間毎にCM変わるシステムでないから。朝はモーニン

グ、昼はランチ、夜はディナー等、需要に合わせて映像や静止画が自動的に切り

替わるといい。

男性 １０代 道外 天気予報。

男性 ４０代～５０代 道外 地図は絶対に携帯に送れるようにして欲しい（送れない店あった）。ランキング形

式でお店が表示されると行きやすい。

女性 ４０代～５０代 道内 ジャンルや店舗名、駅名からの検索ができるといい。

男性 ４０代～５０代 道外 銀行や郵便局の表示。ビル毎に店舗検索ができると良い。ルート検索（店舗、観光

地までの）ATMが検索できると観光客にとって便利。（なかなか地図に載っていない）

女性 ４０代～５０代 道外 地図に目印になる建物、名所等書いてあると分かりやすい。天気、現在地表示。可

能ならば外の横断歩道近くや大通公園などの観光スポットにおいて、ルート案内す

る機能があるといい。（室内においてあるとまずどちらに進めばいいか分からない）。

女性 ２０代～３０代 道内 地下街にある店というジャンルで見れると便利。

男性 ６０代以上 道外 ベンチのある場所がわかるといい。

男性 ４０代～５０代 道外 飲食店をジャンル分けで表示。音声案内があるといい。病院・警察が分かるとい

い。（旅行中に急に病気になったり落とし物をすることもあるので）

女性 ２０代～３０代 市民 メニューごと、ジャンルごとに見れるようにする。

女性 ６０代以上 道内 ルート案内、所要時間がわかるといい。

男性 ２０代～３０代 道外 時刻表や運行状況。

女性 ２０代～３０代 道外 ジャンル毎の表示（ラーメン、寿司、その他）や住所からの店舗検索機能。

男性 ４０代～５０代 市民 チラシの延長線上のもののように感じる。

男性 ２０代～３０代 道外 天気情報（道内各地）携帯をかざして情報が送られるようにする。赤外線の方が

画面にあまり近づかなくていいので抵抗感が少ないのでは？。

男性 ６０代以上 道内 健康診断（札幌市が行うもの）やイベント情報。

男性 ４０代～５０代 市民 イベントのジャンルがあるといい。

男性 ６０代以上 道外 飲食店には予算やボリュームが分かる表示があるといい。観光客は地理が分から

ないのでマップよりも現在地からのルート案内、所要時間があるといい。タクシー

に乗るなら○○円という目安があるとなお良し。

男性 ４０代～５０代 道外 交通情報（JR・地下鉄・道路）現在地表示。

男性 ４０代～５０代 道外 CM画面から予約できると良い。

女性 ２０代～３０代 道内 携帯への情報を取り込む方法。

女性 ２０代～３０代 市民 クーポン情報。

女性 ２０代～３０代 市民 クーポンがあれば取りに来る。

男性 ２０代～３０代 道外 観光で展望台に行きたいので、その情報が知りたかった。また、地下鉄南北線の

行き方を知りたかった。
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男性 ６０代以上 市民 行くお店も何店か決まっている。

男性 ４０代～５０代 道外 道外からラーメンを食べに来るので店の情報。

男性 ６０代以上 市民 市民なのであまり店の情報は見ないと思う。

女性 ６０代以上 市民 値段、気軽に入れるお店が知りたい。

女性 ４０代～５０代 市民 慣れていない（タッチするシステム）。

男性 ４０代～５０代 道内 地図が拡大（観光）、予算、個室、駐車場、目印の建物。

男性 ６０代以上 市民 JR、株の情報。

女性 ２０代～３０代 道外 ジャンル分けで飲食店を表示して欲しい。

男性 ２０代～３０代 道外 飲食店や観光をジャンル分けにして欲しい（和食、洋食、ホテル、祭、その他）。

女性 ６０代以上 市民 美容室やネイルサロン情報、ベンチや休憩所検索機能。

女性 ４０代～５０代 道内 駅の名前や施設（きたえーる、札幌ドーム等）周辺の店舗検索機能。

男性 ４０代～５０代 市民 雪まつり、よさこい等ライブ映像が見れると便利。混み具合が分かる。

男性 ４０代～５０代 道外 地図は細かすぎて良く分からないので目印になる建物やコンビニ、交番などを載

せたものにして分かりやすくして欲しい。

女性 ６０代以上 道外 ルート案内、所要時間。

男性 ４０代～５０代 市民 クーポンが貰えることがもっと分かりやすいといい。ただの案内広告なのかと思っ

て通過してしまうのでは？。

男性 ２０代～３０代 道外 飲食店、観光はジャンル分けして欲しい。

女性 ２０代～３０代 道内 マルキタプリン本舗「」が気になったが、画面を開いてみるとその情報が無かっ

たので残念。

男性 ４０代～５０代 道外 ジャンル分け（年代）。赤外線でできる仕組み（現在地、土産屋さんの売り切れ情

報が知りたい、ローカルなお土産屋さんなど）。

女性 ４０代～５０代 道外 行き方、タイムズスクエア、季節での選択（食べ物）季節でジャンル分けされて

も良いかも（お菓子、食べ物、観光の名所）。

女性 ４０代～５０代 道内 行くお店が決まっていないときは歩いて探すのでこういう機械があればよい。

女性 ４０代～５０代 市民 ジャンル分けされていると良い（物販など）。

女性 ４０代～５０代 市民 道庁など、待合室、定期観光バス。

男性 ６０代以上 市民 人がいないときこそデジタルサイネージ必要。旅行者向け２４時間救急案内、AED。

テレビ局と契約（１ヶ月毎に変える（STV、HBC））。遠くから見ても字幕を増や

して分かるようにする。大きなスポンサーが必要だ。街のPR（道の駅）、車の休

憩所などに置いてあると多くの人が見てPRになる。マンションに埋め込むなら面

白いかもしれない。コミュニケーションの手段として有効利用ができる（人がい

ないときの方が利用価値は高いので２４時間動くようにしたら良い）。

女性 ４０代～５０代 道外 娘さんが北海道に住んでいて何度も観光名所は訪れているので隠れたスポットな

ど、どこかブラブラしたいときに行ける所を紹介してくれると良い。

男性 ２０代～３０代 市民 画面の大きさ、大きい方が面白い。i-phone のような機能があればいいのに。お土

産のスイーツの場所を知りたい。例えばルタオのチーズケーキが売っている場所

（どこのデパートの地下なのか）。

男性 ４０代～５０代 市民 スイーツの場所が知りたい。

男性 ２０代～３０代 道外 営業時間、定休日が出るといい（旅行者はスケジュールがタイトだから）。道端に

置いてあると良い。バス停、駅、メイン通に置いて。

女性 ２０代～３０代 道内 クーポン、携帯で取れるので。

女性 １０代 道内 現在地（自分はどっちを向いているのか分からない）。近くのお店の表示（目印）

自分が向いている方向が分かれば良い。

女性 ６０代以上 市民 地下街のお店が表示される機能（外に出たくないので）。

女性 ４０代～５０代 道外 もっとタッチすることのアピールしないと駄目。観光客は地図を出されてもそこ

まで何分かかるのか、近くなのか、分からないので「近くのお店」という検索機

能があるといい。聞きたくても聞けない外国の観光客など使いたい人はいっぱい

いる。もっと利用してもらえるように宣伝したら良い。
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男性 ６０代以上 道外 ただの広告だと思って通り過ぎてしまいそうなので、タッチできることや観光案

内ということを遠くから見ても分かりやすくしてほしい。飲食店のみの案内と思っ

てしまうから観光案内の検索ができることももっと表示したらいい。

男性 ６０代以上 道外 ただの液晶画面だと思ってしまうのでポップな目につきやすい方がいい。

男性 ６０代以上 道外 ルート案内、地下街や駅構内、ビル内のマップもあるとより良い。

男性 ４０代～５０代 道外 操作方法の手順紹介。使い方が分かれば便利。

女性 ６０代以上 道内 もっと温泉情報が欲しい。

女性 ４０代～５０代 道内 スープカレーというジャンルがあるといい。

女性 ６０代以上 道内 ルート案内、所要時間の表示。タクシー乗り場検索。

女性 ４０代～５０代 道外 観光コースのモデル提案があると良い。３時間で回る、１日で回る（自分で何処

に行くかを決めるのは時間も手間もかかるので）観光に便利な１日乗り放題キッ

プの紹介やそのキップを使ったら普通にキップを買うよりいくら特かということ

も分かるとうれしい。（ドニチカきっぷ、ワンデーカードのPR少ないので）札幌

駅のように広いと東豊線から南北線までのように距離があったりするので行き方

や時間を知りたい。タクシーで５分のような表示方法ではなく金額も表示して欲

しい（ナビタイムのように）。

男性 ４０代～５０代 道内 クーポンは全ての店にあるといい。

女性 ４０代～５０代 道外 地図に地下通路も併せて表記して欲しい。お店の名前をすぐ覚えられないので検

索履歴から遡って探せると良い。

女性 ２０代～３０代 道外 外国語対応して欲しい。外国の方も利用できるよう地図・クーポンのダウンロー

ドは紙で代替えできることで利便性が高まる。観光客でも目的地へ着けるように

交通手段を表示して欲しい。空港にも設置して欲しい。高画質サイネージについ

て綺麗な動画で北海道の風景が見られて良い。小さい文字がにじむため一部を拡

大する機能が欲しい。

男性 ６０代以上 市民 目が悪いので画面や文字を拡大する機能が欲しい。おさいふケータイを持ってい

ないので携帯ユーザー以外にも店舗情報やクーポンを利用できるようにして欲しい。

男性 ６０代以上 道外 地図をもっと細部まで見たい。お店のHPのURLを表示して欲しい。（おさいふケー

タイがないので）Felica 機能がなくてもクーポン利用ができるようにして欲しい。

赤外線で地図、クーポンがダウンロードできればよいと思う。

女性 ４０代～５０代 市民 料理のジャンルや形態（ビュッフェ etc）で検索したい。

女性 ４０代～５０代 道外 札幌駅と駅ビルのフロアマップの表示も加えて欲しい。

女性 ２０代～３０代 道外 おさいふケータイ以外でもクーポンが利用できるように。

女性 ２０代～３０代 市民 クーポンがあると良い。

男性 ６０代以上 道内 自然の映像と町並み調べることができれば。

男性 ２０代～３０代 市民 コンテンツを増やす。上画面の北海道のところの場所の名前を常に出す。「北大」

「厚別の北海道の開拓の村」「おばけスポット」「おもしろスポット」を観光に入

れて欲しい。駅にいながら物産名産が分かるのは良い。旅行のガイドブックより

詳しくあれば良い。地図は現在地点と駅何番出口が出れば、地図かプリントアウ

ト。「ケータイをここにかざして」の文字、子供から大人まで使えるように。

男性 ２０代～３０代 道外 クーポンがあるのか分かりにくく探しにくい。

男性 ２０代～３０代 道内 山の地形から観光地の動画が見れる。観光から見ると道の図があり触れると道の

観光地の写真動画が見れるようになる機能が欲しい。

女性 ４０代～５０代 市民 クーポン印刷。温泉地情報。探すことが好きなアグレッシブな人なら良い。それ

以外だと触りたいと思わない。北海道の映像が見れるのが良い。

男性 ６０代以上 市民 知らないところだったら使う。札幌に住んで、そこにあったら使わない。

女性 ４０代～５０代 市民 画面トップから外国の人向け、お年寄りの方、道内、道外の人向け等で検索画面

を選べるようにしたら良いと思う。

女性 ６０代以上 道内 「どさんこワイド」に出た店をチェックできれば（夕方に見ることのできる番組

に出たお店をチェックできれば良い）。
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女性 ４０代～５０代 道外 印刷することができれば良い。

女性 ６０代以上 道外 もっと場所の真ん中へ置くこと。パンフの近くに置くこと。実証実験を実施して

いることをもっとPRすること。触れば調べられることをもっと大きくPRするこ

と。北海道の様々な地域を勝手に流してもらえる上にその地域の情報を知れれば

良い。観光地に調べてから行かなくてよいのが良い。

男性 ４０代～５０代 道外 数時間空きがある場合の観光ルート情報。

女性 ４０代～５０代 市民 旅の情報、行き先案内、アクセス方法。

男性 ６０代以上 道外 ぱっと見て価格や特徴がわかるように（店の）。

女性 ２０代～３０代 市民 エリア、ジャンルが分かれていたら良い。

男性 ２０代～３０代 道外 ホテル、飲食店、目的地へのナビ。

男性 ４０代～５０代 道外 動画なのが良い。

男性 １０代 道内 市町村の建物をテロップ付きで。

男性 ６０代以上 道外 音声で案内。

女性 ６０代以上 市民 文字の拡大。携帯を持たない場合でも店舗情報やクーポンが利用できる機能を加

えて欲しい。

男性 ６０代以上 市民 地図が詳しくない。購買行動につながる工夫がやや少ない。モバイルと連携する

のであれば、GPS機能を利用してお客様を確実にお店に向かわせる等の特性を活

かした工夫が必要。利用者の好みや行動履歴に基づいての情報提供を検討して欲

しい。ぐるナビのように一方的にDMを送るのではなく、お客様がアクションを

起こしやすくする仕組みが大事。全身を画像として取り込んで、似合いそうなア

クセサリーや装いを提案するなど商業地域としての性格を出す。

男性 ６０代以上 道外 季節毎の催し（雪まつり、よさこいソーラン）についての情報。時計台やテレビ

塔等の観光各所についてアクセスやルート、フロアマップを表示できと良い。携

帯電話を使う機会も多く、充電が切れることもあるので、そのような場合も観光

や食事のサービスを受けられるようにして欲しい。

男性 ２０代～３０代 道外 現在地から目的地までのルート表示。札幌駅、すすきの周辺とエリア毎の検索がで

きると良い。どういうお店があるかエリアで探せるとより多くの選択肢から選べる。

男性 ４０代～５０代 市民 現在地の表示を加えて欲しい。その場で予約できる機能が欲しい。おさいふケー

タイがない人（外国人、高齢者）もサービスを利用できるように地図やクーポン

をプリントアウトすることができると利用者の間口が広がる。

男性 ４０代～５０代 道外 地図をプリントアウトする機能、もしくは地図もダウンロードする。

女性 １０代 道外 アクセスのランクキング等、その時期に人気のある新製品を紹介する機能。

女性 ４０代～５０代 市民 交通案内。

女性 ２０代～３０代 道内 子供が遊べる場所公園施設等。

男性 ４０代～５０代 道外 地下街の案内図、ビルの中の案内図。

男性 ６０代以上 市民 温泉地、散歩コースや写真を撮るのに良いスポット。

女性 ４０代～５０代 市民 ルート案内、所要時間、商品からの検索。

男性 ６０代以上 道外 目的別（例えば宴会、ランチ、その他）。地元客と観光客とでは食べ物・欲しい物

等求める情報が異なるので「観光客」「地元向け」というカテゴリー分けがあると

使い易いと思う。

女性 ６０代以上 道外 交通案内（地下鉄、バス、JR）ルート検索。

男性 ４０代～５０代 道外 ジャンル検索、お店の口コミ。

男性 ６０代以上 道外 スポーツ施設（大倉山、きたえーる）等イベント案内。

男性 ４０代～５０代 道内 口コミ情報、GPSルート案内、携帯をかざすと地図上のルート案内がそのまま携

帯に送信されると便利。

男性 ４０代～５０代 道内 営業時間は絶対必要。言語変換機能。

女性 ４０代～５０代 市民 コンテンツ強化。車いすの方は情報に手が届きにくいので操作性のためのスティッ

クがあるといい。不特定多数の人がデジタルサイネージにタッチするので衛生面

の問題が気になる。
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男性 ２０代～３０代 道外 外国語表記の切り替え。

男性 ６０代以上 市民 店舗のある位置を大まかで構わないので併記して欲しい。マップ画面に切り替え

るのではなく大きく表示した際に下に地図と目的地を表示されると良い。市民に

使う機会がなさそう（自分で行動できるので）だが、観光客には整理された内容

で見やすそう。自分が旅行者になった場合は利用すると思う。

男性 ６０代以上 市民 お店の件数が少ないのでもう少し充実させて欲しい。

男性 ２０代～３０代 道外 画面の位置が高く子供が利用するのには大変そうだった。操作そのものは簡単だっ

た。

男性 ４０代～５０代 道外 まず、お客様の目を引く。アイキャッチがない。

男性 ４０代～５０代 市民 iphone 等 Felica 機能がない場合でも情報サービスを得る手段を講じて欲しい。

男性 ４０代～５０代 市民 地図を拡大できる機能を。大通、札幌、すすきの近辺エリアによる検索。佐藤水

産のような有名店。設置場所によって場所に応じたテナント中心の構成に地域特

性を出すとデジタルサイネージの良さを生かせる。店舗検索時の画面でクーポン

の有無を確認したい。

男性 ２０代～３０代 道外 表示されたお店が「観光客向け」か「地元の人もお奨め」なのか評価を知りたい。

Felica 以外でも地図やクーポンをダウンロードできると良いです。

男性 ２０代～３０代 外国人 外国語での案内や説明。外国の携帯なので Felica 対応でなかった（外国の方）。地

図やクーポンをプリントアウトできるようにして欲しい。

男性 ６０代以上 道内 地図を触ると出るように（店情報が）。お年寄りがオモチャ感覚で使えるように、

「どこへ行きたい→地図触る→店」となるように。

女性 ４０代～５０代 市民 JR、駅、空港にあった方が良い。

男性 ２０代～３０代 道内 クーポンが携帯で取れることに関心を寄せられた。

男性 ２０代～３０代 道内 所々にあれば使いたい。

男性 ４０代～５０代 道内 細かい地図が印刷できれば、食べるのは多くあればよい。

男性 ４０代～５０代 市民 予算から探せれば。

男性 ６０代以上 道外 観光紹介をもっと多く載せて欲しい。

女性 ２０代～３０代 道内 東口、西口（JR？）にあったら良い。

女性 ６０代以上 道外 観光で来ているので食べるところは絶対に知りたい。

女性 ４０代～５０代 道外 空港に置いて欲しい。観光やフリー旅行の方のために詳細な案内を。置く場所を

空港到着ロビーにしてほしい。千歳空港には到着してすぐの場所を観光案内パン

フがない。他の地方空港にはある。北海道の情報発信を上手く行う必要があり、

デジタルサイネージは情報発信できるので良い。

女性 ２０代～３０代 市民 クーポンがあるよというカテゴリーをトップに出す。

女性 ４０代～５０代 市民 詳細な地図情報。

女性 ６０代以上 市民 JRの降り口（キヨスク）に置かれていると良い。

女性 ４０代～５０代 道内 デパートなら店内案内。

男性 ２０代～３０代 道外 JRの出口に置いてあると利用する。

女性 ６０代以上 市民 置く場所（デパート、人の集まるところ、少し休めるところ）。

女性 ４０代～５０代 道内 JRのホテルのクーポン（ホテルのランチ）。

男性 ６０代以上 市民 情報が少なくてあまり使えない（マップから触って拡大して情報欲しい）。

女性 １０代 市民 おさいふケータイがない人のため印刷を。映像だけのは活用性がないのでは。

女性 １０代 市民 商品毎に探すことができればよい。

女性 ４０代～５０代 市民 マップ。

男性 ２０代～３０代 市民 様々な北海道関連のものがあると良い。ヘルシーなレストランを探すことができ

たらよい。ダイエットチョコの情報が欲しい、温泉関連やバスルートが載ってい

れば良い。

女性 ６０代以上 市民 様々な道内映像を増やして。

女性 ６０代以上 道内 タッチでハイビジョン映像が変えられると良い。観光地情報とお店のジャンルを

選べる。
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女性 １０代 道内 適当に周辺の店の情報をピックアップしてくれる機能。

男性 ６０代以上 道外 価格が表示されていないと駄目。

男性 ２０代～３０代 道外 特産物があれば。

女性 ６０代以上 道内 ガイドがあって簡単であれば良い。

男性 ４０代～５０代 市民 広域の情報があれば。

女性 ４０代～５０代 市民 お店の数を多く。

女性 ４０代～５０代 市民 小さいサイズ（ATMサイズ）にして自分だけが見れるようにして。他人が自分が

探しているものを見られるのが嫌。休憩スペースなら高画質があっても良いが、

それ以外の人が通る場所であればポスターの方が良い。

男性 ４０代～５０代 道内 置き場所として、博物館、美術館、道庁、病院、警察。ホテル多く。

女性 ２０代～３０代 市民 置き場所。CMでの市町村名を常に出す。一見では触れて良い物か分からない。TV

の一種と思ったが、違うとわかり見なくなった。もし、使うとしたら使い方、置

き場所が周知されているという状態が必要である。

男性 ２０代～３０代 道内 場所で探したい。

男性 ６０代以上 道内 人の邪魔にならず、分かりやすい場所にあって欲しい。飲食店が多くあれば。

女性 ４０代～５０代 道外 食事、子供可、アクセス方法（経路図）。

女性 ６０代以上 市民 道の駅に設置して欲しい。

男性 ４０代～５０代 道外 すすきの、札幌駅周辺のようにエリアについて言及があると良い。

男性 ２０代～３０代 市民 季節毎の催事の特集（バレンタイン、雪まつり等）が知りたい。イベント性があ

ると市民も見ると思う。運動等のアクティヴィティができる市内、道内施設を紹

介し、スキー等を目的に来た旅行客を取り込む。また、そういったショッピング

や運動、スポーツという目的毎の観光ルートの提案。北海道ならではのヘルシー

スイーツやレストランをPRし、食材の美味しさや健康への積極性を周知させる。

男性 ２０代～３０代 道外 エリア毎の色分け。

男性 ４０代～５０代 道外 エリア毎に店の色分け、ないし表示できる機能。

女性 ２０代～３０代 道外 営業時間やルート表示。

女性 ２０代～３０代 道外 イベント、交通案内。

男性 ６０代以上 道内 レジャー情報（イベント、季節毎に見ることのできる花、鳥、その他の紹介）。

男性 ４０代～５０代 道外 小樽、旭川など観光地別の物販、観光案内。

男性 ４０代～５０代 道外 小口CMの上に流れている北海道の映像が素晴らしい。旅行に来る際には食事を

する場所、訪れる場所が決まっている場合がほとんどなので、事前に得ることの

できないデジタルサイネージだけの情報がないと利用には繋がらないと思う。

女性 １０代 道外 地図。

男性 ６０代以上 道内 無料ということが分かると良い。

男性 ４０代～５０代 道内 ルート案内、乗り換え案内。

男性 ４０代～５０代 道内 ルート案内、乗り換え案内。

女性 ４０代～５０代 市民 イベント（市や区で開催されるもの）。

男性 ４０代～５０代 道内 自治体の映像を選択して詳細に見ることができると良い。

男性 ４０代～５０代 市民 交通情報。手の形にカーソルが表示されるとタッチの操作が分かりやすくて良い

のでは。

女性 ４０代～５０代 道外 観光モデルコース案内（札幌市内コース、小樽コース等）。

女性 ４０代～５０代 道内 ルート案内（料金、時間もわかるとより良い）。

女性 ６０代以上 市民 レジャー情報（モエレ沼、美術館等）。

男性 ４０代～５０代 道内 子どもを引きつけるような映像や「タッチしてね」「触ってみよう」等の言葉があ

るといいのでは？子供は親と一緒にいるので親を使ってくれると認知度が深まる

と思う。

男性 ２０代～３０代 道内 健康診断についての案内（市や区でやっているもの）。スポーツ施設案内。携帯電

話を持っていない人やおさいふケータイではない人は情報を得ることができない

ので公平性に欠ける。
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男性 ４０代～５０代 道外 料理のジャンル毎の検索、地域からの検索。おさいふケータイでないとクーポン

を貰えないのは不便。お金がかかっても紙で出てくると全ての人が使えて良い。

トップ画面になっているのに、左下にトップと戻るのアイコンが残っているので

操作しても反応せず故障と誤解を招くのでは？。

男性 ２０代～３０代 道内 ジャンル別検索（店舗名だけでは何の店か分からないので）。

女性 ６０代以上 市民 北海道の歴史、病院、警察が分かると良い。

女性 ４０代～５０代 市民 飲食にスイーツのカテゴリーがあると良い。思ったより操作しやすい（藪半のクー

ポン取得）。でも一人だとなかなかやってみようとは思わない、難しそうに見える。

男性 ４０代～５０代 市民 CMを開いたときから小さくても良いので地図が表示されるとどこにあるかすぐ分

かるのでイメージしやすい。マップを押すと詳細がわかる地図が出てくると良い。

おさいふケータイに情報を送信する時、デジタルサイネージに表示される情報よ

り詳細が載ったので「詳しくはおさいふケータイへ」という案内だとわかりやす

い。北海道新聞のテロップは倍の文字の大きさでいいのでは。タッチパネルを操

作している時にはちょうどいい大きさだと思うが、操作しているとニュースは見

ないし、ニュースを見るのは遠くにいる人だと思うから現在の文字の大きさでは

見えにくく気がつかない。

女性 ４０代～５０代 道外 欲しいクーポンがあったがおさいふケータイではなかったので使えなかった。次

の情報が表示されるのが早く目が追いついていかない。

女性 ４０代～５０代 道外 NEWオープンのお店という検索ができると良い。

女性 ６０代以上 市民 風景の良い場所の紹介があると良い。

男性 ４０代～５０代 市民 外国語表示。

女性 ４０代～５０代 市民 お店を探すのは便利。携帯電話がなくクーポン利用できず。印刷機能を希望。

女性 ４０代～５０代 道内 簡単携帯のユーザーで Felica なし。印刷機能があると利用機会増えそう。

男性 ２０代～３０代 道外 札幌駅や大通といったエリア毎の判別手段が欲しい。関東では観光スポットの入

場料が割引になるクーポンがダウンロードできるので今後は観光案内と一緒に提

供するのも良いと思う。地図に現在地から目的地までのルート、アクセス手段、

駅の出口等が見られると観光客も移動しやすいと感じる。

男性 ４０代～５０代 道外 営業時間を加えて欲しい。

男性 ２０代～３０代 道外 タッチパネルでの入力による住所か電話番号での店舗検索機能。関東は外国語（中

国語、韓国語、英語）対応なので難しいですが海外のお客様への対応があれば良

いと思う。

女性 ４０代～５０代 道内 市内の各エリア色分け表示。

男性 ４０代～５０代 市民 上下の画面をリンクさせて検索したり、内容を連携させる方が良いと思う。

女性 ６０代以上 市民 お店の営業時間。

女性 ４０代～５０代 市民 目的別（ディナー、ランチ）、料理の種類（フレンチ、道産野菜、スイーツ）ごと

に検索できるか表示されること。

男性 ４０代～５０代 市民 店舗の営業時間。特定の店舗を検索するとき、「あいうえお順」で探せると良い。

１０才以下の子供がいるので歓楽街だけではなく「子供OK」のお店が分かるように

して欲しい。家族構成から利用可能なお店を絞り込めても良い。センサーが良く

反応が早い。子供でも絵やマークを見ながら操作できる。

男性 ２０代～３０代 道外 観光での来道なので住所や店名では判別しにくい、札幌、小樽といったエリア毎

の案内。

女性 ４０代～５０代 市民 各店舗の営業時間。

男性 ４０代～５０代 道外 エリア毎の色分け（小樽、札幌駅、大通）営業時間。観光情報、サービスの充実

（開演時間や入場料割引、現在地からの所要時間）。操作は子供でもできて簡単。

男性 ４０代～５０代 市民 道内の風景が綺麗に見える。実際に足を運んだことのある場所でもつい見てしま

う。携帯利用以外でもクーポン利用手段があると良い。店舗までの地図もダウン

ロードしたい。

男性 ４０代～５０代 道外 外国語への切り替え。ステラプレイスや大丸等のフロアマップが欲しい。
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女性 ６０代以上 道内 Kitara や文化会館で行われるコンサートやイベントの案内。

女性 ４０代～５０代 道内 上の地方自治体の映像をタッチすると詳細が見られるようになっていると良い。

地方自治体の映像がどこのものか常に分かっていると良い。

男性 ２０代～３０代 道外 カーシェアリングが話題になっているが、余り実用している人は少ないので１時

間○○円など分かるようになっていて、デジタルサイネージで見た飲食店にスムー

ズにいけるような案内があると良い。

男性 ４０代～５０代 道外 旅行は目的や食事の場所等計画を立ててくる場合が殆どなので、インターネット

や旅行誌では見ることのできない特別な情報がないと利用しないと思う。

男性 １０代 道内 おさいふケータイを使ってクーポンを受信するのは新鮮だが携帯電話で検索する

方がより詳しい情報が見れるし、画面が他人に見られてしまうのも気になるので

携帯を利用する。何か付加価値が必要。

女性 ６０代以上 市民 音声、動画で道内の風景等が流れていて目に楽しい。観光の方や市民の方も憩う

ことができる。広告として、ゆっくり過ごす人がいる場所にあっても良い。画質

は大変美しい。クーポンはプリントアウトして使えると良い。

男性 ２０代～３０代 道外 住所や建物名では分かりにくいので、現在地から目的地までのルート表示がある

と確実にたどり着ける。駅、駅ビル等フロアマップが欲しい。地下連絡通路があ

れば、お店の住所と一緒に「～何番出口」等含めたアナウンスがあると助かる。

女性 ４０代～５０代 市民 Felica 登載ではないのでQRコードも加えて欲しい。紙のクーポンと異なり、整理

する手間がかからないので電子クーポンは利用してみたい。しかし、簡単携帯に

は Felica が無いので使えない。（「おばさんたちの方が美味しいものを食べに来て

いるのだから、いっぱい買い物するわよ」とのこと）。幅広い層の方に利用を促す

工夫が必要。

男性 ６０代以上 道外 飲食店の予算も知りたい。地元客向け、観光客向けというカテゴリー。

男性 ４０代～５０代 道内 バス、JR、地下鉄等の時刻表。

女性 ６０代以上 市民 予約できると便利。バリアフリーのお店の検索。車いすでも入れるお店、○番出

口に近い店舗、トイレ等検索できると良い。

女性 ２０代～３０代 道外 ラーメン店の店舗数増加。味別に検索したい（味噌、醤油、塩 etc）。

男性 ６０代以上 市民 公共交通機関の運行状況。

女性 ２０代～３０代 市民 イベントの詳細が分かると良い。

６．２ 広告・情報提供者のアンケート調査結果

実証実験終了後に、広告・情報提供者に実証実験システムの操作性や効果等に関するアンケート（アン
ケート用紙は参考資料９を参照）を実施し、４３社中１８社から回答があった。

６．２．１ アンケート調査の概要

�１ デジタルサイネージの認知度
回答のあった１８社は広告宣伝の経験はあるが、１４社はデジタルサイネージを知らなかったと回答して

おり、デジタルサイネージの認知度は低い。
�２ 広告の制作・送付
広告の制作・送付は、１３社中、９社が簡単だったと回答しており、参考資料７に記載するテンプレー
ト形式の広告出稿方法は概ね受け入れられた。

�３ 広告効果
１５社中、１２社は広告効果は低いと回答しており、その理由は２社が売上げに変化なし、１０社がクーポ
ン利用がなかったことを挙げている。他方でデジタルサイネージを視聴して１０名の来店があったとする
ものが１社あった。

�４ 広告利用
広告効果は低いとする回答が多かったが、１２社中９社は使ってみたいと回答している。また、紙媒体

広告との比較においては１６社中１０社が魅力を感じたと回答している。使用する場合の月額料金は１４社中
１１社は１万円未満と回答している。
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�５ 設置箇所
希望する設置箇所は、JR・地下鉄駅構内、旅行関連施設との回答が多い。

�６ その他
デジタルサイネージの利便性向上として、全道への普及展開、QRコードへの対応地図機能の充実を要

望するコメントがあった。

６．２．２ アンケート調査の集計結果

質問項目 回答項目 回答数
１．実証実験参加者の業種 飲食店 １１

物販 １
その他 ６

２．会社の規模 ―
３．広告宣伝の経験（複数回答） 新聞折込チラシ広告 ９

新聞広告 １３
情報誌 １６
テレビCM ３
ラジオCM ７
その他 ５

４．デジタルサイネージの認知度 知っている ４
知らなかった １４

５．広告の制作・送付の使用機器 パソコン １４
携帯端末 １

６．広告の制作・送付方法 簡単だった ９
難しかった ４

７．６の難しかった理由 メール操作が煩雑 ０
マニュアル説明不足 ２
独自広告の文章化 １
その他 ０

８．デジタルサイネージの広告効果 高い １
普通 ２
低い １２

９．効果が高い理由 お客様数・売上げが増えた １
クーポン利用が多かった ０
その他 ０

１０．効果が低いとした理由 お客様数に変わりがなかった ２
クーポン利用が殆どなかった １０
その他 ３

１１．広告の更新頻度 多い ０
適当 １２
少ない ４

１２．広告表示時間 長い ０
適当 １５
短い ３

１３．広告の表示方法 良い ４
普通 １３
悪い ０

１４．紙媒体の広告と比較してデジタ
ルサイネージの特徴に

魅力を感じた １０
魅力を感じない ６

１５．今後の使用希望 使ってみたい ９
使わない ３

１６．１５の使わないとした理由 イベントでのクーポン対応が難しい。飲食店がふさわしいのでは。
効果が感じられない。認知度が低い。
設置場所が当施設を利用される方の目に止まる場所でないため。
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１７．月額の使用希望料金 １万円未満 １１
１万円～５万円未満 ３
５万円～１０万円未満 ０
１０万円～３０万円未満 ０

１８．映像表示画面（小口広告エリア
ではなく今回観光動画・静止画を
表示したエリア）での広告希望

広告を行ってみたい ５

広告したいと思わない １０

１９．映像表示画面（小口広告エリア
ではなく今回観光動画・静止画を
表示したエリア）を使用したい理由

お客様の注目度は高いと思うから
設置場所にもよると思うが広告の認知度が高そうなので
イベントスケジュールや地図表示等で本イベントを周知したい

２０．月額の使用希望料金（上記１８の
映像表示画面での広告）

１万円未満 ６
１万円～５万円未満 ２
５万円～１０万円未満 ０
１０万円～３０万円未満 ０

２１．映像表示画面で広告したいと思
わない理由

見たことがない
金額面との兼ね合い
観光向けの施設ではないため
取りあえず現段階ではそこまで使いたいと思っていない。

２２．デジタルサイネージの設置希望
箇所（複数回答）

JR・地下鉄駅構内 １３
地下街 ４
住宅地の掲示板 １
生活関連施設 １
旅行関連施設 １０
公共機関 ０
他府県の主要施設 ５
その他 ２

２３．デジタルサイネージに希望・必
要と思う機能（複数回答）

地図表示機能 １３
多言語表示対応 ５
その他 １

その他 今回は一台限りの設置実験とのことでしたので、反応が薄いのは
想定内でしたが、このデジタルサイネージが全道に５００台ぐらい設
置されれば魅力ある媒体になり得る可能性はあるかと思う。
おさいふケータイにしか対応していないのはどうかと思う。古い
携帯のためにもQRコード対応にして欲しかった。
団体客向けの営業には限界がある。こうした個人向けのPR媒体へ
の期待はこれから膨らむだろう。
ススキノマップのように、地図から店を探せるような機能があれ
ば良い。
小口CMを送付するにあたって、マニュアルの説明不足があり、
更新を躊躇してしまったので、マニュアルの整備が必要。

６．２．３ アンケート結果の考察

アンケート結果は、企業情報の取扱いを危惧する企業もあったようで回答率は４２％に留まった。
�１ 認知度

認知度に関しては、６．１の利用者アンケート同様に２３％未満という低い値であった。このため、広告提
供者も見たり使ったりした経験が殆どなく、自身の広告がどう扱われるか感触を持てなかったという普
及期以前の問題が体験された。これは質問２１にも反映されている。

�２ 広告制作・送付方法
質問６の広告の制作・送付方法では、６９％が容易だったと答えている。一方、この結果からはわから
ないが、後述の７．２にあるように、広告データの作成に手伝いが必要であったことも事実である。質問５
の広告の制作・送付の使用機器で１５社中、１４社がパソコンと答えているのもその傍証と言える。したがっ
て、これは、適切な助けさえあれば簡単に作成できるという簡便型の機能を示すものと理解できる。
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�３ 広告効果
広告効果に関しては感じられていないという回答であるが、これは実験開始前からある程度想定され
ていた。１箇所しかなく２週間の実験期間で利用者が認識しだした頃に終了となったため、認識して行
動するまでの時間が極めて限られていたことがクーポンの課題以上に大きかったと考えられる。
一方、そのような状況であるにもかかわらず、今までの経験が新聞、折込チラシ、雑誌という既存媒

体であった利用者の６３％が「紙媒体に比べてデジタルサイネージの特徴に魅力を感じた」、７５％が「今後
使ってみたい」と答えている。また、「団体客向けの営業には限界がある。こうした個人向けのPR媒体
への期待はこれから膨らむだろう」という回答は、冒頭の１．１北海道観光の現状と一致する。
なお、１例だけであるが小樽の飲食店で、デジタルサイネージを視聴して１０名の来店があったという
回答もあった。この例は、札幌に設置したデジタルサイネージがやや遠方の店への誘導効果を発揮でき
たという点で、今後の実用モデルの検討で考慮されるべきである。
以上を総合的に見ると、このアンケートの結果は「広告効果が明らかになり、料金に合理性があれば、
将来に期待もできる」と言える。これは今後の北海道における観光情報と ICT 利活用を考える中で見逃
せない傾向を有している。

６．３ 利用結果

６．３．１ 広告コンテンツ更新回数

表にあるように、残念ながら広告の更新はほとんど行われなかった。この要因としては、広告出稿者に対
して、デジタルサイネージの特性を十分に理解させられなかったと言える。また、「今回は２週間という短期
間だったので、更新すると受け手側が混乱を生じる恐れがあり、更新をしなかった」という意見もあった。
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６．３．２ 機能別利用回数

検索画面の使用が多くみられた。当システムの仕様としては、１５秒毎に小口広告がランダムに入れ替わ
り、その時点で小口広告画面にタッチすれば拡大画面・クーポン取得画面に遷移するようになっているが、
いわゆるキオスクと言われる１対１での使用を前提としたパソコン端末に近い端末的な双方向性を利用し
た検索の方が支持されたと見られる。また、地図の利用も多くこの機能の必要性を示している。
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６．３．３ 小口広告毎タッチ回数

コンテンツによる偏りや特徴は見られなかった。利用者のタッチもあるが、現場での説明員の操作デモ
の結果ともいえる。（数値は時間帯別１４日間の合計）

６．３．４ クーポン取得回数

クーポン取得回数は予想に反し極めて少ない。おさいふケータイに限定した仕様に対し、利用者側の慣
れや所持機器が合わなかったことが想定できる。実使用に向けては、考慮が必要な結果である。
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６．４ システム運営と障害

実証実験期間中に数件の障害が発生したが、請負者が適切に対応したため実験の遂行に支障はなかった。
�１ 無線LANの接続不安定 ： 無線LANアンテナがサイネージの筐体内に入っていたことから電波強度

が低かったためと考えられる。アンテナを外部に出して解決。今後の設置に際しては設置基準の再考
が必要。

�２ サイネージB動画停止 ： 各種調査を行った後で、使用ハードウェアを交換して解決。サイネージ
Bは上記６．１．３にあるようにほとんど前例のない仕様を試みているので、今後の仕様決定に再考する。

�３ サイネージAタッチパネル不動作 ： 再起動により解決したので、一時的な不安定さが原因と考え
られる。
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７ 実験で得られた事項

７．１ デジタルサイネージの認知度

今回の実証実験の目的である「幅広い利用者（特に個人、中小企業）層のデジタルサイネージに関する
認知度を高めること」であったが、アンケート調査結果から、観光関連情報も一般情報も同様にデジタル
サイネージの認知度はかなり低い（利用者アンケート調査結果で約２４％）ことがわかった。

７．２ コンテンツ

７．２．１ 「簡便型」の問題

�１ コンテンツの入稿
簡便型を実証するための広告コンテンツとして、観光産業の裾野である飲食や物販の企業広告を中心

とした。実験の主目的は「利用者が直接、システムにデータを入力し、気軽に利用できる仕組みである
ことを証明する」という点であり以下の項目を eメール経由で受け取れば完了するはずであった。
・店名
・所在地、電話番号
・キャッチフレーズ、１７文字以内
・説明文、８５文字以内
・デジタル写真

�２ 北海道新聞社等の対応
主に広告収集を担当した北海道新聞社では、広告局の部員１人、取引のある広告会社２社の担当者２

人が利用者の募集とデータの送信に当たったが、現実には、利用者の未経験等による以下のような課題
が多く、全体にわたり支援・管理が必要となった。
・７０％程度が説明文の文字数オーバー
・２０％程度の店舗がキャッチフレーズの文字数オーバー
・１０％程度がクーポンのURL不正（間違い）
・ほかに、誤字・脱字や対象物が小さすぎて効果が薄い写真、クーポンの有効期限未記載 等

�３ 支援対応
上記担当者が、利用者まかせにせず早い段階から全面的な支援に踏み切ったために、原稿の品質は保

たれたが、「利用者の信頼感を得るためには、この実験の最終責任者をより明確にPRする必要があった」
という意見があったことは今後の反省点である。
一方、システム運用部門でも、８５文字以上を収納できるようにデータベースの設計変更も行わざるを
得なかった。

�４ 原因
以上の原因としては、デジタルサイネージがまだ普及しておらず認知度が低いため、広告提供者も見

たり使ったりした経験がほとんどなく、自身の広告がどう扱われるかについての感触をもてなかったと
いう理由が挙げられる。これに対しては、受け取った原稿から画面イメージに変更して結果を返すとい
う作業も行ったが十分ではなかった。

�５ 課題整理
実証実験では広告数が４３社分だけであったので対応できたが、今後の簡便型デジタルサイネージの本

格利用に際しては周知徹底がさらに必要である。今回の実験程度の簡便な入稿方法でも中小事業者には
ハードルが高いとも考えられる。また、実験期間が短かったために習熟期間が不足したことも考えられ、
最初の入稿以降修正を除き更新された広告はなかった。

�６ 今後の対応
簡便型の運用を実現することはデジタルサイネージの普及の重要な要素といえる。今回想定した簡便

性が実現できないとしても、できるだけそれに近い形で簡便性を追求した仕組みの構築が求められる。
普及度が高まった後でも、広告自体のルールの確認のためには「簡便型」といえどもあるレベルでのま
とめ役が必要であるので、広告代理店等のまとめ役との役割分担、チェックとフィードバック機能を持っ
てできるだけ人手を削減できるシステムの開発等が求められる。
なお、前述の利用者アンケート等にあるように、結果として広告画面はその精密度や利用しやすさに

対し、高い評価が得られた。
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７．２．２ 高画質コンテンツ

サイネージAが観光コンテンツに加えて飲食や物販の情報提供を中心であったのに対し、サイネージB
では街で見かける写真ポスターを高画質のフルハイビジョン映像のまま縦型に展示する実験を行った。放
送コンテンツを縦型の高画質化に変換することは不可能であり、初の展示はインパクトも強く、「遠くから
でも鮮やか…」「映像が美しく楽しんだ」等、北海道観光への誘導手段としては一定程度の評価を得た。
一方、映像にマッチした音楽は重要な要素であるためその準備も行ったが、今回は周囲にある既存の設

置物との関係で音声を制限せざるを得なかった。
技術的には、フルハイビジョンの縦型動画の撮影やその画像をパソコンの Flash Player で長時間連続再

生することはほとんど前例がない試みであったことから、ベースバンドの画質を表示するためのソフト開
発や写真ポスターを超える映像制作等に課題を残した。

７．３ 画面

画面に関しては、高齢者にとっても文字・写真が大きく見やすい等、概ね好意的な反応が見られた。ま
た、小口広告の出稿者からは、実際の会場での画面を見て、その出来栄えに驚いたとの感想が得られた。

７．４ 双方向性機能

実証実験で使用されたサイネージAは、タッチパネル、おさいふケータイとのインターフェース等の双
方向性機能を持っている。これに関しては、利用者の期待度が高く種々のコメントが寄せられた。

７．４．１ タッチパネル

タッチパネルに関しては、実証実験会場でその反応速度が速いことが好評であった。一方、タッチパネ
ルであることに気づかないというコメントも散見された。これは、来場者のプロファイルから、ICT機器に
慣れていない利用者が多かったことが想定される。実験に際しては、会場写真にもあるようにこれがタッ
チできる画面であることを、画面上に記載した上で、さらに、簡単な看板状の紙を貼り付けたが、アンケー
ト結果を見る限り十分ではなかったといえる。今後、タッチパネル式のデジタルサイネージが普及すれば
この問題は解消すると思われるが、当面の間はタッチパネルであることに気づかせる工夫が必要である。
また、車いす利用者のタッチパネル操作への配慮を求める意見もあり、ユニバーサル仕様の検討も必要

である。

７．４．２ おさいふケータイとのインターフェース

おさいふケータイ機能を使用して、利用者のおさいふケータイへのクーポンサイトURLのダウンロード
機能を提供したが、「自分の携帯は旧型なのでおさいふケータイ機能がない」「スマートフォンではおさい
ふケータイ機能がない」等の意見が多くあった。
また、「おさいふケータイタッチに加え画面にQRコードを表示して欲しい」、「プリンターを付けて紙の

クーポンを発券してほしい」等の意見があった。QRコードの表示は比較的容易で、おさいふケータイタッ
チとほぼ同様の効果が期待できるが、後述する外国人観光客には利用できないことがほとんどである。高
齢者や外国人に対する配慮は観光の振興に資する観点からも必要である。クーポンの利用に関する期待値
は高いのでこの点は今後の実用モデルで十分に検討されるべきである。クーポンだけに限れば、画面を携
帯電話で撮影してそれを提示すればいいというような方法も一考に値するであろう。
なお、今回は使用されなかったが、携帯電話との関係では、おさいふケータイの使用以外に同様の機能

を提供する方法として、以下のものがあるが各々一長一短がある。
・カメラによるQRコード読み取り
・IRDA（赤外線通信）
・ブルートゥース通信（米国では多い）

７．５ クーポン

クーポンは１４日間で２３４回しか利用されず、予想よりはるかに低かった。理由の一つは、おさいふケータ
イ機能のついた携帯電話を所有していた人が比較的少なかったことが挙げられる。また、デジタルサイネー
ジの認知度が低い状態で始まった短期間の実験であったため、クーポンの存在を認識してその上で行動に
移るというサイクルに至らなかった点も挙げられる。

－５２－



しかし、クーポンに関しては上述のように期待度が高く各種コメントが寄せられているので、このよう
な初期的な原因が除かれれば、デジタルサイネージの主要な機能になると考えられる。

７．６ 地図

地図に関しても、携帯へのダウンロードや紙の印刷が欲しいという意見があった。元々そのような「不
満」が出ることが予測されたため、地図は仕様は入っていなかった。今回の地図は、最終段階での討議で
緊急に追加を決めたため十分なものではないという側面はある。
しかし、地図が十分であったとしても、画面上で見ただけの知らない場所に移動するのは困難であり、

このようなコメントは理解できる。ただし、携帯へのダウンロードも紙の印刷も前記のクーポンと全く同
じ課題を抱えており、クーポン提供方法の決定と同時に対応すべき課題である。

７．７ 印刷機能

印刷機による紙ベースの情報の提供は利用者の所持機器に関係がなくオールマイティであるが、デジタ
ルサイネージのようなセルフサービス機器では以下のような欠点がある。
�紙切れを起こす
�紙詰まりを起こす
�利用者が紙を引っ張ってトラブルを起こす
したがって、システム提供側としては印刷機の使用は極力避けたいという意向があることは理解できる

が、この件は今後の課題である。

７．８ 音声の使用

画像に加えて音声を使用した方が良いという意見も散見された。今回の実験では設置場所を臨時に借用
している条件もあり、サイネージAは無音、Bは小さめの音量で音楽を流すにとどまった。適切な音声の
使用がデジタルサイネージに対する注意を喚起し、効果を高めることは明らかである。一方、設置場所次
第で騒音と見なされたり、法規制の問題がある場合もある。技術的には指向性の強いスピーカーを使う方
法等もあるので、実用モデルでは得失を考えて考慮すべき要素である。

７．９ 外国人観光客

北海道における観光客の中で増加しつつある外国人観光客に対するデジタルサイネージによる情報提供
は有効である。特に、大都市圏以外では外国人観光客に対する情報提供量や提供できる場が少ないといえ
るので、デジタルサイネージのような機器を活用して、「おもてなし」の意図を示すことは双方にとってよ
い関係を築くことができる機会といえるであろう。アンケートにもそのようなコメントが散見された。
技術的には、画面の内容そのものを複数言語で準備し、例えばENGLISHと言うような画面上のボタンに

タッチすれば英語画面に切り替えるということは比較的容易にできる。今回は、コンテンツの準備期間が
短かったために用意できなかったが実用モデルでは解消できる課題なので重要度の高い配慮が必要である。
しかし、先に述べた、おさいふケータイへの地図やクーポンのダウンロード、QRコードの読み取り等は、

日本仕様の機材を持っていない外国人には使用できないことがほとんどである。この点は、実用モデルを
構築する上での課題といえる。

７．１０ デジタルサイネージとインターネット端末

コメントの中には、デジタルサイネージを利用して移動ルートや時刻表を取得したいという意見が散見
された。双方向機能をどこまで具備すべきかは意見が分かれるところであるが、いわゆるキオスクと言わ
れる１対１での使用を前提としたパソコン端末に近い端末とデジタルサイネージでは役割分担が必要であ
る。逆に、大きな画面であるため自分の操作が他人に見られて嫌だという意見があったように、デジタル
サイネージは「電子看板」的なプッシュメディアの性格を中心にすべきと考えられる。

７．１１ デジタルサイネージの設置場所の考察

設置場所の選定の項で述べているが、デジタルサイネージに十分な量の視聴者を確保することは特に広
告の観点では必須である。一方、観光振興に資するデジタルサイネージという観点では、必ずしも大量の
視聴者が期待できなくても重要である設置場所がある。例えば、道の駅、レンタカー事務所、ホテル等で
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あり、いずれも観光に関する情報を必要とする来道客に対し、比較的ローカルで大手メディアでは紹介さ
れていない観光資源や、安心・安全情報を提供することは「おもてなし」の意図からも意義がある。簡便
型デジタルサイネージはそのような用途には極めて適しており、７．９に述べたように日本人よりはるかに情
報量が少ない外国人観光客には必須と考えられる。この中でも、光通信網が整備された道の駅は設置場所
として非常に適切と言える。

７．１２ デジタルサイネージと公共情報

２．３項にあるように、実証実験の目的の一つは、実用モデルのデジタルサイネージシステムを利用した公
共情報の発信の可能性を調査することである。商業ベースで構築・運用される実用モデルのデジタルサイ
ネージと公共情報がどう共存するかは課題の一つであるが十分に検証されたとはいえない。表示方法も、
今回はテロップを使用したが一般広告や観光情報と同じ位置におくべきかどうかの検証はしなかった。
したがって、今回の実験だけで明確な回答は出せないが、利用者アンケートで８１．３％が今後利用したい

と答えていることは一つの回答である。また、病院、警察やAED（自動体外式除細動器）の位置等の安心・
安全情報の必要性を示す意見も見られる。即ち、利用者はデジタルサイネージを有効な情報源と認めてお
り、その中では利用者にとって必要な情報は大きな価値を持つことである。つまり公共情報が加わること
により商業広告の視聴度の向上が期待でき、両者の併存は実用モデルでも効果があると言える。ここで考
えられる公共情報は、通常「自治体からのお知らせ」等で伝えられる内容に加え、周辺の危険情報、豪雨
等の災害の情報、道路の閉鎖情報等の「地域と時間を限定でき、即時性を持つメディア」としてのデジタ
ルサイネージの特性を利用した情報が考えられる。

７．１３ 実験実施者の考察

ここまでの記述と重複する部分があり、順不同であるが、検討委員会に参画して実験を行った委員の考
察を列記する。
７．１３．１ 認知度と理解度の向上の必要性

�１ 実証実験に対しては想像以上に画面がきれいで、また画面に触れることが楽しく、さらにクーポンを
得ることができるという実用性もあって、かなり訴求効果があると感じた。

�２ 一方で、アナログから地デジに変わったときに感じたように、これまでのビジョンの画面がきれいに
なっただけと、受け止める人が大多数ではないかと思う。（単なる電子的なポスターとか、単に観光DVD
を流しているだけと受け止められてしまう）

�３ まずは一般人に浸透させていくことが、設置者へのインセンティブにつながると感じた。

７．１３．２ デジタルサイネージの普及に向けての課題

�１ 機器の設置条件や費用はもちろんであるが、設置者にとって最も頭が痛いのは、運用の部分である。
内容が陳腐化・マンネリ化しないよう、定期的に更新したり、見直したりする必要があるほか、定期
的なメンテナンスも必要であり、そこの部分が財政的にもマンパワー的にも厳しいものがある。

�２ 自治体が直接設置する場合は、広告にもかなり制限がでる可能性がある。
�３ したがって、長期間にわたる運用を見据えた仕組みづくりが重要。

７．１３．３ 小口広告を扱ったデジタルサイネージがビジネスモデルとして成り立つ諸条件

�１ ビジネスとして小口広告が成り立つためには、以下のような要素で他メディアとの特性を比較して成
り立つことを表現することが必要。
すなわち、
・AIDMA, AISASの観点から比較（＊注）
・メディアミックス／クロスメディアへの対応
・リーチの大きさ
・効果に対する費用（Cost Performance）
・認知度

等を要素に比較し優位な点をアピールすることが必要と思われる。
（＊注）AIDMA ＝ 人の購買行動は Attention（気づく）→ Interest（興味を持つ）→ Desire（欲求が生まれる）

→ Memory（記憶する）→ Action（購買行動）というサイクルを通るというマーケティング理論
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AISAS ＝ インターネットの時代になるとAttention（気づく）→ Interest（興味を持つ）まではAIDMA
と同じだが、その後がSearch（検索する）→ Action（購買行動）そして → Share（情報を共有する）

に成るというマーケティング理論
デジタルサイネージでは印刷媒体等の既存広告メディアと異なりAISAS が実現できると考えられる。

�２ 小規模エリアの情報端末
小規模エリアの情報端末であることから、小口広告のクライアント数にも限界があり、また、広告単

価も考慮すると、一つのエリアでビジネスモデルを形成することは難しい。よって、インフラの構築が
安価であること、運用経費が安価であることがビジネスモデルを作るうえで条件となると言える。また、
小規模エリアを複数ネットワーク化する等のインフラの効率化も検討する必要がある。

�３ レスポンスの速さが重要
デジタルサイネージの特徴の一つに双方向性がある。一つは、クーポン提供等の情報利用者へのリア

クションがあり、もう一つは小口広告のクライアントが、容易に情報及び広告を提供できる双方向性が
考えられる。情報利用者へもリアクションにストレスを感じると受入れられないであろうし、また、情
報提供クライアントも顧客のリアクションの速さが販促ツールとして生かせるわけで、何れもシステム
を構築する上ではレスポンスの速さは重要な要素となる。

７．１３．４ デジタルサイネージとしての映像コンテンツ

�１ 音声の必要性
今回の実験はほとんど音なしで動画と操作パネルの連動なしというデジタルサイネージとしては大変

不利な状態での実験だった。
いかに注意を引くか（Attention）がサイネージの最も重要な役割であることから、映像のみでは見える

エリアに限界があり、より多くの人を引き付けるためには音声の効果は重要な要素となる。
�２ 映像コンテンツの位置付け
今回の実験はテーマが観光振興と明確であったため、映像コンテンツの位置付けは容易であったが、

サイネージにおける映像コンテンツの位置付けは、人を引き付ける（Attention）の役割と、購買意欲を高
める（Action）の役割とがある。これらが、相乗的に効果をもたらすことで機能が発揮できるため、両者
を意識した映像提供が要求される。
接触時間の短い中で、ユーザーに好感をもたせるための映像表現は経験を含め模索する必要がある。
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８ 実用モデルの提案

８．１ 実用モデルと実証実験の違い

実証実験は限られた期間内に多くの協力者により運営される。実験の結果からも明らかになっているよ
うに、実用モデルでは実験と異なる様々な考慮が必要になるので、その点を列記する。

８．１．１ 設置場所

実証実験では北海道さっぽろ観光案内所という一等地を特別に無償で貸与していただいた。実用モデル
では、以下の課題を解決する必要がある。

�視聴者数の確保 ： 十分な通過、滞留者が見込める場所であること。
�法令上の制約が無い： 例えば地下街の通路は人の滞留を招く機器は設置できないと言われている。
�セキュリティ対策 ： 北海道さっぽろ観光案内所ではほぼ常時関係者が設置場所付近におり、か
つ営業時間外は施錠される。一般の通路等では、機器の盗難や破壊行為に対する保護手段（例えば、
床にアンカーで固定するなどの方法）が必要。また、札幌駅コンコースの柱面にあるサイネージの
画面（正確には画面カバー）が激しく傷つけられているのを見ても分かるように、残念ながら無意
味な破壊行為は存在し、それに対する自衛手段は必要である。

�設置料金 ： 実用モデルでは、通信料金、電気料金等の費用に加え、設置者に対して設置料金を
支払う必要がある。これは、一般的に広告収入の２０－３０％と言われている。

�ネットワーク接続 ： 今回は観光案内所内に存在するインターネット接続口を借用できた。実用
モデルでは、設置場所によりそのような接続が出来ないケースが多いと思われる。したがって、有
線通信に限らず、WiFi、WiMax、あるいは携帯電話通信などの対応ができる設計が必要である。

８．１．２ 広告の管理

実証実験で使用した広告は北海道新聞社経由、及び、事務局が受け付けたものである。したがって、内
容に関しては特に審査を行わなかった。実用モデルでは、提供者が大幅に拡大することが予想されるので、
広告内容の審査基準（例えば特定の用語は禁止、誹謗中傷は禁止等）とその承認プロセスのワークフロー
管理が必要になる。
実験では限られた数の広告数であったので不要であったが、広告コンテンツの量の増加により、以下の

ようなコンテンツの管理を行える仕組みに構築が必要になる。
�広告文面の審査履歴、承認履歴（承認者の記録）、改定履歴
�放映期間と時刻、場所
�放映実績
�承認責任者
�料金区分、請求・課金実績
この中で、放映実績の管理は広告掲載上必須である。実証実験では無料であるため管理を行わなかった

が、実用モデルでは放映実績を証明できる仕組みと、それを提示できる（さらに広告代金の課金につなげ
られる）仕組みが必要になる。
また、放映場所と時刻の管理も重要である。設置する場所により、放映してはいけない広告も存在する。
今回は実験であったが、北海道さっぽろ観光案内所内に有料で掲示されている広告等に反しない内容であ
る点は同所の確認を得ている。実用モデルでは、設置場所と広告内容の組み合わせが膨大な数になるため、
管理する仕組みが必須である。

８．１．３ 管理システム

実験では１箇所に２台の設置で、かつ、受託運用者からも近い場所であった。実用モデルでは、台数と
設置場所が非常に多くなるので、リモート監視、保守の体制構築が必須になる。（この点に関しては実験シ
ステムも対応していた）

８．２ 想定するモデル

実用モデルは商業ベースでの運営が前提である。したがって、デジタルサイネージシステムを運営する
立場での収支のバランスが要求される。
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以下に実用モデルを考える上で、仮の条件を設定した。これはあくまでも想定によるもので、実際のビ
ジネス構築には十分な精査が必要である。

８．２．１ 設置場所と放映時間

以下の札幌地下鉄駅構内を想定した。地下鉄は札幌に限らず各所にあり、かつ、市民及び観光客が多く
使用する上に、年中無休で営業時間が長く公共的な性格を持つ。したがって、このモデルは地下鉄に限ら
ず、通行者の多い他の場所での実用モデルを検討する際の一助になると考える。

南北線 ： 麻生、北２４条、さっぽろ、大通、すすきの、中の島、平岸、真駒内
東西線 ： 宮の沢、琴似、西２８丁目、円山公園、大通、バスセンター前、白石、大谷地、新さっぽろ
東豊線 ： 栄町、環状通東、東区役所、大通、豊水すすきの、豊平公園、福住

これらの駅の１日の乗降客数は合計で３６万人。駅ごとには約６万人前後の南北線さっぽろ駅を除き、麻
生、大通、新さっぽろなどの大型（２万人前後）と残りの中型（５－８千人）に分けられる。
デジタルサイネージの広告価値を考えるときに重要なファクターである視聴者数は、乗降客の５％と想

定し１日当たり１８，０００人とした。
放映時間は７：００－２２：００の１日１５時間とした。

８．２．２ 設置台数

設置台数は１万人以下は１台、それ以上は１万人当たり１台を想定して１駅１－６台の合計３８台とした。

８．２．３ 設置機器と内容

今回の実証実験で使用したサイネージAと同等の機器を設置する。画面構成も同様で１画面に４社分の
広告を１５秒単位で交代に表示する。検索機能により分類を指定して必要な広告を見つける機能や、クーポ
ンを提供する機能も改良して提供することとした。
実験で使用した観光画像エリアは観光地等の宣伝用動画の有料放映コンテンツと、市や道からの情報に

充てる。

８．２．４ 必要経費

ここまでに想定した設置内容を基に、現時点で一般的に想定される数値を用いてこの実用モデルの構築・
運用に必要な経費を算定した。データセンター関連費用・運用費、回線費、拠点費用を加えると年額３，８００
万円になる（注）。

８．２．５ 収入

既述のようにデジタルサイネージの普及度、認知度はまだ高くない。現段階で、広告の価格を想定する
には相当に大きなばらつきが必要である。
したがって、今回は小口広告の支払い限度という観点から考察した。
ここで、小口広告の支払い限度はアンケート調査からも年６万円（月額５，０００円）未満と考えられる。
設置場所に設置料として広告収入の２０％を支払うとして、１広告主あたりの実収入は年４８，０００円になる。

小口広告だけで全費用（年額３，８０４万円）をカバーすることと想定すると、約８００社分の広告が必要になる。

８．２．６ 放映回数

放映回数は１５時間／１５秒×４（１回に４社分）＝１４，４００
コマである
８００社なら、１社１台当たり１日に１８コマを使用でき、平
均すると１時間に１．２回が放映されることになる。この頻度
で３８台のデジタルサイネージの全てに放映されることにな
る。
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８．３ 考察

以上は非常に限定された想定値に基いた試算である。
無論、８００社という広告主と契約・運用することは容易ではない。また、このシステムを運用する側の利

益や広告取得営業経費などは想定されていない。一方、全ての広告が年額６万円という小口広告であると
いう想定も現実的ではなく、例えばゴールデン時間帯や繁華街に近い駅では単価が高くなるなど実際には
同じ広告数でもっと収入が大きくなるはずである。
また、全広告が平均に放映されるというのも現実的ではない。平均された放映回数（上述のように１時

間に１．２回）では不足でより多く放映したい、あるいは設置される３８箇所全てに放映するのではなく、より
視聴効果が見込める場所や自社近辺で放映したい広告主は、広告を行うサイネージの設置場所を数箇所に
限定し、その分放映回数を上げることで対応できる。（この際、多くの広告主の希望が集中する場所（さっ
ぽろ、すすきの等）ではディスプレイ装置を多く設置し、希望の少ない駅にはディスプレイ装置を置かな
いというアレンジを必要とする。）
さらに、実験では観光動画等に使用した小口広告以外のエリアからの放映収入もあるはずである。
以上のように、想定値に基づいて限定された条件の分析ではあるが、別の視点では、視聴者数を見ると、
上記の想定で月間５４万人、広告費５，０００円は１人当たり０．０１円以下であり、広告の一般値といわれる金額よ
り大幅に低いといえる。
これらの不確定要素は、今後のデジタルサイネージの認知度向上と広告価値に対する信頼度の向上に依

存することは明らかである。

以上のように、この試算は簡便型デジタルサイネージの実用モデル運用は可能であることを示唆すると
いえる。

（注）必要経費の算定
�１ データセンター関連費用（送信サーバー、管理サーバー、データベースなど）

共用のデータセンターサービスを利用するとして： ８０万円 ×１２ヶ月 ＝９６０万円
�２ 運用経費

コンテンツ関係 ： コンテンツ受付、登録、管理、スケジュール など
システム管理 ： システム運用、障害対応 など
一般管理 ： 課金、請求、コンテンツの承認 など
コールセンター ： 問い合わせ対応

合計 延べ２０人程度の作業量として 年１，４００万円
�３ 拠点費用

１拠点あたりの、機器費用（含む設置費用）は５年償却で年２８万円と想定
３８拠点分で年額１，０６４万円

�４ 回線費用等
１拠点当たり年１０万円
３８拠点分で年額３８０万円
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９まとめ

９．１「認知度」

デジタルサイネージは、一般広告媒体としての認知度はまだ低い。
７．１のとおり、今回のアンケート調査結果から、一般広告媒体としてのデジタルサイネージの認知度は２４％
程度と低いものであった。
他方、「簡便型」の実験モデル（画面）については、９割近くが「良い」、小口のタッチ式広告に実際に

触れた人々の４分の３は「良い」と評価しており、さらに、外国語対応等の高機能化で利便性を高めるべ
き、との意見も得られた。広告出稿者の評価も、売り上げに直接の効果はほとんどなかったものの、将来
の広告手段として高い期待と関心が示された。
特に、観光産業の中核となる個人、中小企業の広告媒体としてデジタルサイネージを普及・定着させる

ためには、手軽で簡便な一般広告媒体としての認知度を着実に上げることが鍵となる。
本調査検討会や実証実験に関する１３件の報道（経済誌、テレビ、新聞）でも、デジタルサイネージの技

術的有効性以上に、今後、身近な利用の中でデジタルサイネージを浸透させていく可能性について高い関
心が示された。

９．２ 「利便性」

観光産業分野では、外国語対応や地図情報と連携したデジタルサイネージに対する期待が高い。アンケー
ト結果では、特に北海道観光産業に適用するならば、外国語対応（多言語表示、翻訳対応等）や地図情報
の携帯電話でのダウンロード等のさらなる利便性向上が必要、との意見があった。これらの利便性の向上
（機能の付加）は、情報提供者サイドの負担（技術面、コスト面）が少ない形で、実現されることが求め
られる。また、これらの機能の付加は、北海道観光産業におけるデジタルサイネージの活用、普及につな
がるものと期待される。
なお、高齢者・障がい者の利用のためにユニバーサル仕様に配慮することも必要である。

９．３「簡便型」

真の「簡便性（使い勝手）」を追求するためには、利用者（情報提供者）にとって、さらに使いやすいも
のを目指すことが重要となる。
今回の実証実験では、コンパクト（簡潔）で、キャッチー（魅力的）なデジタルサイネージ用の広告素

材（写真、広告フレーズ）を情報提供者（デジタルサイネージ初心者）が適切に作成し、実証実験システ
ムの管理者側に送信することが、当初想定、期待していたように円滑には行われず、情報提供者側の「簡
便性」が十分発揮できなかった。しかし、ネットワーク機能を活用し、バックヤードで、例えば「広告の
プロ」のような調整役を介在させ、情報提供者のデジタルサイネージ用広告の作成を支援することで、簡
便性を最大限発揮しつつ、訴求性の高い情報発信メディアとすることも可能である。
なお、このバックヤードでの支援機能は、急速な進展をみせる様々な ICT（情報通信技術）の活用で、今

後、より付加価値の高い「簡便性」を実現させる可能性が期待できる。

９．４「官民協同」

アンケート結果から、利用者からは「官」による公共情報が安定的に得られることへの期待が示された。
一方、まだ情報訴求効果の明確化が不十分な状況であり、事業化に対して「官」の参画を促すレベルには
なっていない。
観光産業は北海道の主要産業の一つであり、「官」としても、旅行者等（情報活用者）のニーズに応える

観点から、情報提供者の立場で、デジタルサイネージを活用していくことが、その定着に重要である。デ
ジタルサイネージビジネスを提供する側においても、「官」の情報と併せて一般商業情報等を提供すること
によって、システム・サービスの一定の地位を確立する効果が期待でき、事業の定着化に有効であると考
えられる。
また、（今回の実証では活用できなかった）音声による情報提供機能、リアルタイム高精細動画実況機能

などの融合活用によって、災害時の緊急情報伝達などへの活用など、デジタルサイネージの一層幅広い活
用の可能性も期待できる。
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９．５「簡便型観光情報等提供モデル」の実現可能性

デジタルサイネージは、未だ認知度が低いものの、実際に実証実験に参加、利用した人々からは、利活
用のメリットがある、との評価が得られた。特に「簡便型」を追求し、多くの情報提供者が協同で手軽に
参加できるようにしたことから、デジタルサイネージを、個人や中小企業が多い観光産業分野で活用でき
る可能性の高いことが示された。
一方で、このようなシステム、デジタルサイネージビジネスの普及定着には、広告宣伝においてまった

くの素人でも問題なく使える、真の意味での「簡便性」が重要であること、また、協同利用型のメリット
を最大限活用した低コスト化が重要であることが確認された。
検討会での簡単な試算でも、他の公告メディアに比べて非常に低いコストでのデジタルサイネージビジ

ネスの実現可能性が示されている。

９．６ デジタルサイネージビジネスの普及拡大に向けて

国際的な観光地を多く抱える北海道にとって、日々新しい情報を提供できるデジタルサイネージビジネ
スは、有望な情報発信メディアであり、その定着のためにも、「民」による早期のビジネス化と官民協同で
の利活用が期待される。
今後は、今回実証実験できなかった音声機能、リアルタイム編集機能なども併せた簡便性・有効性の検

証も進めていくことが期待される。
加えて、デジタルサイネージビジネスが始動・定着した暁には、日々高度化する ICT を活用し、さらに

付加価値性の高い外国語対応機能、携帯電話と連動した各種詳細情報ダウンロード機能などが簡単に付加
できる柔軟性をもった、より利便性の高いデジタルサイネージの構築が望まれる。
今後、大きな投資や準備を要する観光情報等提供システムを新規に事業化することは容易なことではな

いと考えられるが、道内では、独自のデジタルサイネージビジネスの動きが現れており、本検討会の成果
がこれらビジネスと融合し「簡便型観光情報等提供モデル」が実現することは十分可能であると考えられ
る。
「簡便型観光情報等提供モデル」によって、北海道観光、そして北海道地域の振興が一層進展すること

を期待する。

おわりに

本調査検討会及びワーキンググループには、座長の濱田康行北海道大学大学院教授をはじめ、ICT系企業
はもとより、行政、コンテンツ、マスメディア、商工団体等の積極的な貢献があり、その結果、短期間で
あったにもかかわらず、ゼロから「簡便型」観光情報等提供システムの仕様を決定し、北海道観光の代表
的なイベントの一つであるさっぽろ雪まつり期間の実証実験を安全に実施することができた。また、急な
呼びかけにもかかわらず、４３の広告出稿店舗、企業の協力を得ることができ、当初の目的を達成できた。
デジタルサイネージは、各地で実験又は実用サービスの取組が行われているが、小規模、短期間ながら、

多くの貴重な知見が得られたこと、また、それらが明日の道内観光、地域振興に役立つデジタルサイネー
ジの実現に具体的に寄与するものとして整理できたことは調査検討会・ワーキンググループ一同の自負と
してよいものである。
デジタルサイネージの利活用に関心をもつ道内はじめ多くの方々に本調査検討報告が参考になることを

期待する。
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「北海道における ICT を活用した観光情報等提供モデルの調査検討会」

開催要綱

１ 背景・目的

ICT 利活用システムの中でも、情報通信ネットワークを介し、ディスプレイ装置に場所や時間に応じた
様々な情報を表示することができる新しいメディアであるデジタルサイネージが注目されている。
デジタルサイネージは、ビジネス利用をはじめ、地域住民や旅行者等への地域の公共・安全等に関す

る情報提供の有効な手段となることで、ICT 利活用による地域活性化の促進が期待される。
本調査検討会では、観光分野は官民共同で取り組むことができることから主たる分野とし、操作が簡

便で誰もが利用できるデジタルサイネージとその利活用方策について調査・検討を行い、北海道内がよ
り安心、安全で元気になる地域活性化方策をまとめる。

２ 名称

本検討会の名称は、「北海道における ICTを活用した観光情報等提供モデルの調査検討会」（以下、「検
討会」という。）とする。

３ 検討事項

�１ 北海道内の観光の現状 等
�２ 北海道内の ICT インフラ、デジタルサイネージの現状 等
�３ 観光分野におけるデジタルサイネージの活用方策
�４ 簡便型デジタルサイネージによる観光情報等提供モデルの実証実験

４ 構成・運営

�１ 検討会は、総務省北海道総合通信局長の検討会として開催する。
�２ 検討会の構成員は、別紙のとおりとする。
�３ 検討会には座長及び座長代理を置く。
�４ 座長は検討会構成員の互選により定め、座長代理は、検討会構成員の中から座長が指名する。
�５ 検討会は、座長が招集し、主宰する。
�６ 座長代理は、座長を補佐し、座長が不在のときは、その職務を代行する。
�７ 検討会は原則公開とする。ただし、検討会の開催に際し、当事者又は第三者の権利、利益や公共

の利益を害する恐れがある場合等、座長が必要と認める場合は、その全部又は一部を非公開とする。
�８ 検討会は、必要があると認めるときは、構成員以外の者の出席を求め、意見を聞くことができる。
�９ 座長は、必要に応じて、検討会の下にワーキンググループを置くことができる。
�１０ ワーキンググループの構成員及び運営に必要な事項については、座長が定めるところによる。
�１１ その他、検討会の運営に関し必要な事項は、座長が定めるところによる。

５ 開催期間

平成２１年１０月から平成２２年３月末までを目途に開催する。

６ 庶務

検討会の庶務は、総務省北海道総合通信局情報通信部電気通信事業課が行う。

附則

本要綱は平成２１年１０月２７日から施行する。
附則

本要綱は平成２１年１２月２日から施行する。

参考１
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（別紙）

「北海道における ICT を活用した観光情報等提供モデルの調査検討会」

構成員

（敬称略、五十音順）

あか まつ いさお

赤 松 勲 北海道商工会連合会 特別推進局参事

あら い いさお

荒 井 功 札幌市 観光文化局観光コンベンション部長

えん どう よし ろう

遠 藤 好 朗 伊藤忠テクノソリューションズ株式会社 札幌支店長

かね こ あつし

金 子 敦 社団法人日本ケーブルテレビ連盟北海道支部 支部長

かわ ひと まさ よし

川 人 正 善 株式会社北海道新聞社メディア局 次長

こ ばやし みのる

小 林 稔 国土交通省北海道運輸局 企画観光部長

こん どう あつ し

近 藤 敦 志 株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ北海道支社 法人営業部長

たま おき とし はる

玉 置 俊 治 北海道ジェイ・アール・サイバネット株式会社 代表取締役社長

で みつ ひで や

出 光 英 哉 北海道 総合政策部科学ＩＴ振興局次長

はま だ やす ゆき

濱 田 康 行 北海道大学大学院 経済学研究科 教授

ふな もと ひで お

舟 本 秀 男 株式会社財界さっぽろ 代表取締役社長

ほり ぐち のり ひさ

堀 口 徳 久 社団法人北海道観光振興機構 企画部広報グループ グループマネージャー

もり やま やす ふみ

守 山 泰 史 社団法人北海道商工会議所連合会 総務部長

やなぎ や けい ご

柳 屋 圭 吾 国土交通省北海道開発局 開発監理部次長

やま もと たか し

山 本 孝 司 社団法人北海道映像関連事業社協会 会長

わた なべ おさむ

渡 辺 修 北海道放送株式会社 社長室長
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「北海道における ICT を活用した観光情報等提供モデルの調査検討会」

「デジタルサイネージ利活用検討ワーキンググループ」構成員

（敬称略・五十音順・所属毎）

えん どう よし ろう

遠 藤 好 朗（主査） 伊藤忠テクノソリューションズ株式会社 札幌支店長

す どう かず お

須 藤 和 夫
伊藤忠テクノソリューションズ株式会社エンタープライズシステム事業
エンタープライズエンジニアリング室シニア IT スペシャリスト

おお つき まさ ひろ

大 槻 昌 弘
株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコ北海道支社
法人営業部ソリューションビジネス担当部長

おく もと けん じ

奥 本 賢 二 社団法人日本ケーブルテレビ連盟北海道支部 事務局長

かわ ひと まさ よし

川 人 正 善 株式会社北海道新聞社メディア局 次長

もと せ そう いち

本 瀬 壮 一
株式会社北海道新聞社メディア局
企画営業グループ部次長

さ とう み か

佐 藤 美 賀
札幌市観光文化局観光コンベンション部
観光企画課受入推進担当係長

た なか ひろ み

田 中 博 見（注）
株式会社ビズライト・テクノロジー
代表取締役社長

たま おき とし はる

玉 置 俊 治
北海道ジェイ・アール・サイバネット株式会社
代表取締役社長

ふな もと ひで お

舟 本 秀 男 株式会社財界さっぽろ 代表取締役社長

ほり ぐち のり ひさ

堀 口 徳 久
社団法人北海道観光振興機構 企画部広報グループ
グループマネージャー

む とう みつ み

武 藤 光 海
北海道総合通信網株式会社営業ソリューション
公共営業グループリーダー

やま もと たか し

山 本 孝 司 社団法人北海道映像関連事業社協会 会長

わた なべ おさむ

渡 辺 修 北海道放送株式会社 社長室長

（注）田中構成員は平成２２年１月２１日（第４回会合）より参加

参考２
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「北海道における ICT を活用した観光情報等提供モデルの調査検討会」の開催状況

１ 第１回検討会（平成２１年１０月２７日）

＊開催要綱を確認。
＊開催要綱に基づき、濱田構成員が座長に選任、荒井構成員が座長代理に指名。
＊構成員等から次のことをプレゼンテーション。
①北海道観光の現状と課題（社団法人北海道観光振興機構）
②北海道の ICT インフラ・利活用動向について（北海道総合通信局）
③２０１１年地上デジタル放送の移行完了について（北海道総合通信局）
④デジタルサイネージの動向（伊藤忠テクノソリューションズ株式会社）

＊「今後の検討の進め方」及び「ワーキンググループの設置」が了承。濱田座長より遠藤構成員がワー
キンググループの主査に指名。

２ 第２回検討会（平成２１年１２月８日）

＊第１回会合議事要旨を確認。
＊「簡便型デジタルサイネージによる観光情報等提供モデル」の実証実験の実施計画（案）を確認、決定。
＊「北海道における ICT を活用した観光情報等提供モデルの調査検討会」報告書骨子（案）を確認。
＊日本ケーブルテレビ連盟北海道支部がデジタルサイネージの街角情報掲示板としての役割を紹介。
＊簡便型デジタルサイネージの認知度向上のため、小口CM提供者への利活用コストイメージの提示と、
小口CMの情報更新等に当たっての簡便性の体験デモの実施について、次回WGの検討事項に決定。

＊第３回会合までの事務や日程等を了承。

３ 第３回検討会（平成２２年３月９日）

＊第２回会合議事要旨を確認。
＊「北海道における ICT を活用した観光情報等提供モデルの調査検討会」報告書案を審議、取りまとめ
を承認。

＊検討会後、濱田座長により報告書を報道発表。

参考３
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「北海道における ICT を活用した観光情報等提供モデルの調査検討会」

ワーキンググループの開催状況

１ 第１回WG会合（平成２１年１１月１０日）

＊ WGの進め方を確認。
＊実証実験のねらいと成果、実証実験計画案を検討。

２ 第２回WG会合（平成２１年１１月１７日）

＊実証実験計画案を検討。
＊報告書骨子案を検討

３ 第３回WG会合（平成２１年１２月１日）

＊実証実験計画案を取りまとめ。
＊報告書骨子案を確認。

４ 第４回WG会合（平成２２年１月２１日）

＊実証実験計画の準備状況を確認。
＊アンケート調査内容を検討。

５ 第５回WG会合（平成２２年２月２５日）

＊実証実験実施結果の確認。
＊報告書草案を検討。

６ 第６回WG会合（平成２２年３月２日）

＊報告書案の取りまとめ。
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平成２１年１０月２０日
北海道総合通信局

北海道における ICT を活用した観光情報等提供モデルの調査検討会」を開催

－北海道発の全国に展開可能なデジタルサイネージ利用モデルの検討－

おお く ぼ あきら

北海道総合通信局（局長 大久保 明）は、新しいメディアとして注目されているデジタルサイネー

ジ（※）を軸にして、ICT 利活用による地域活性化を図ることを目的に、主に観光分野の情報提供モデル

について調査検討を行うため、「北海道における ICT を活用した観光情報等提供モデルの調査検討会」を

開催します。

ICT 利活用システムの中でも、情報通信ネットワークを介し、ディスプレイ装置に場所や時間に応じた様々
な情報を表示することができる新しいメディアであるデジタルサイネージが注目されています。
デジタルサイネージは、ビジネス利用をはじめ、地域住民や旅行者等への地域の公共・安全等に関する

情報提供の有効な手段となることで、ICT 利活用による地域活性化の促進が期待されます。
本調査検討会では、観光分野は官民が共同で取り組むことができることから主たる分野とし、操作が簡

便で誰もが利用できるデジタルサイネージとその利活用方策について調査・検討を行い、平成２２年３月を
目途に報告書を取りまとめる予定です。
第１回会合は下記のとおり開催します。

記

１ 開催日時

平成２１年１０月２７日（火）１６：００～１８：００

２ 場 所

北海道総合通信局 第１会議室
（札幌市北区北８条西２丁目１－１ 札幌第１合同庁舎１２階北側）

３ 構 成 員

別紙１のとおり

※デジタルサイネージ

デジタル技術を活用し、ネットワークに接続したディスプレイ装置に場所や時間に応じた様々な情報を
表示することができる新しいメディアのこと。

＜参考＞

観光情報等提供モデルのイメージ図：別紙２

参考４

連絡先：情報通信部 電気通信事業課

電 話：０１１－７０９－２３１１（内線４７０２）
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あか まつ いさお

赤 松 勲 北海道商工会連合会 特別推進局参事

あら い いさお

荒 井 功 札幌市 観光文化局観光コンベンション部長

えん どう よし ろう

遠 藤 好 朗 伊藤忠テクノソリューションズ株式会社 札幌支店長

かね こ あつし

金 子 敦 社団法人日本ケーブルテレビ連盟北海道支部 支部長

かわ ひと まさ よし

川 人 正 善 株式会社北海道新聞社メディア局 次長

こ ばやし みのる

小 林 稔 国土交通省北海道運輸局 企画観光部長

こん どう あつ し

近 藤 敦 志 株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ北海道支社 法人営業部長

たま おき とし はる

玉 置 俊 治 北海道ジェイ・アール・サイバネット株式会社 代表取締役社長

で みつ ひで や

出 光 英 哉 北海道 総合政策部科学ＩＴ振興局次長

はま だ やす ゆき

濱 田 康 行 北海道大学大学院 経済学研究科 教授

ふな もと ひで お

舟 本 秀 男 株式会社財界さっぽろ 代表取締役社長

ほり ぐち のり ひさ

堀 口 徳 久 社団法人北海道観光振興機構 企画部広報グループ グループマネージャー

もり やま やす ふみ

守 山 泰 史 社団法人北海道商工会議所連合会 総務部長

やま もと たか し

山 本 孝 司 社団法人北海道映像関連事業社協会 会長

わた なべ おさむ

渡 辺 修 北海道放送株式会社 社長室長

「北海道における ICT を活用した観光情報等提供モデルの調査検討会」

構成員

（敬称略、五十音順）

別紙１
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平成２２年１月１８日
北海道総合通信局

簡便型デジタルサイネージの実証実験を実施

おお く ぼ あきら

北海道総合通信局（局長 大久保 明）は、平成２１年１０月から「北海道における ICT を活用した観光
はま だ やすゆき

情報等提供モデルの調査検討会」（座長 濱田 康行 北海道大学大学院経済学研究科 教授）を開催し、

デジタルサイネージの活用による観光情報や行政情報等の提供が可能な実用モデルの提案に向けた検討

を行っています。

今般、簡便型デジタルサイネージを札幌市内の「北海道さっぽろ観光案内所」に設置し、以下のとお

り実証実験を実施します。

１ 実施期間

平成２２年２月１日（月）から同年２月１４日（日）まで

２ 実施場所

「北海道さっぽろ観光案内所」（開館時間０８：３０～２０：００）
札幌市北区北６条西４丁目 JR札幌駅西コンコース北口

３ 実証実験概要

簡便型デジタルサイネージを設置し、観光情報をはじめ、ニュース、天気予報、飲食店・お土産店
等の情報、行政情報等の放映を行い、情報の随時更新、コンテンツ作成時の操作性等について確認、
検証します。（詳細は別紙参照）
実証実験は公開で実施しますので、どなたでも簡便型デジタルサイネージの画面に触れて観光情報
等を視聴いただくことができ、飲食店・お土産店等が提供するクーポンも取得いただけます。
さらに、これまで ICT 利活用よりも紙媒体での公告等を主としていた飲食店・お土産店等に対して

も、簡便型デジタルサイネージの利用は資源削減に繋がるため環境に優しく、簡便な操作性により手
軽なビジネスツールとして活用できることを、本実証実験にてご覧いただけます。
また、２月９日（火）に、札幌の親善大使（「ミスさっぽろ・雪の女王」）による簡便型デジタルサイ

ネージの周知イベントを予定しています。

＜参考＞
実証実験のイメージ図：別紙

参考５

連絡先：情報通信部 電気通信事業課

電 話：０１１－７０９－２３１１（内線４７０２）
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テレビ、新聞による報道等

１．テレビ報道

◆実証実験に関して

・平成２１年２月１日（月）１１：４０～
北海道テレビ放送の「スクランブル」内 ローカルニュース

・平成２１年２月９日（火）１１：５０～
北海道放送の「HBCニュース」

２．新聞報道

◆調査検討会の開始に関して

・「日本経済新聞」
平成２１年１０月２１日（水）３５面
＜電子看板使い観光情報～総合通信局検討会立ち上げ＞

・「日本経済産業新聞」
平成２１年１０月２２日（木）
＜電子看板使った観光情報、検討会＞

◆実証実験に関して

・「財界さっぽろ」
２０１０年２月号 財界パトロール欄
＜２月に JR札幌駅で実証実験
～新たな広告媒体「デジタルサイネージ」の威力＞

・「日本経済新聞」
平成２２年１月１９日（火）２９面
＜電子看板の実証実験～JR札幌駅観光案内、影響探る＞

・「電波タイムズ」
平成２２年１月２５日（月） ２面
＜北海道総通局が簡便型デジタルサイネージの実証実験を実施＞

・「電波新聞」
平成２２年１月２７日（水） ９面
＜札幌でデジタルサイネージ実証実験＞

・「北海道建設新聞」
平成２２年２月４日（木）
＜JR札幌駅構内でDS実証実験～道総合通信局高い広告機能検証へ＞

・「北海道新聞」
平成２２年２月９日（火） ９面
＜切り替え簡単電子看板～道通信局 JR札幌駅で実験＞

・「十勝毎日新聞」
平成２２年２月１２日（金） ３面
＜道内風景や観光情報映像で発信～札幌駅でデジタルサイネージ実験＞

・「北海道新聞」
平成２２年２月１４日（日）１１面
＜客層絞り広告PR＞

・「総合報道」
平成２２年２月１５日（月） ４面
＜札幌駅でDSの実証実験を実施～北海道総合通信局＞

参考５
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平成22年3月 

「北海道におけるICTを活用した観光情報等提供モデルの調査検討会」報告書 

連絡先　総務省北海道総合通信局　情報通信部　電気通信事業課 

〒060-8795 

札幌市北区北8条西2丁目1-1 札幌第1合同庁舎 

電話（011）709-2311（内線4702） 

FAX（011）709-2482（内線4702） 

URL:http://www.soumu.go.jp/soutsu/hokkaido/ 

 




